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特集
恵那市が誕生して
１５周年を迎えました
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　　　おじさんの
ふるさと情報

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。またインキは石油系ではなく、
地球に優しい植物油を使用したもので印刷しています。

　１０月１９日に恵那文化センターで行わ
れた市制１５周年記念式典は、恵那観光大
使である加藤拓三さんの太鼓演奏で華々し
く幕を開けました。
　加藤さんの情熱的な太鼓が会場中に響き
渡り、8００人の来場者は、迫力たっぷり
の音色に聴き入りました。演奏の最後、加
藤さんは「おめでとう !!」と叫び、市の
記念すべき日にお祝いの言葉を贈りまし
た。会場からは大きな拍手が起こりました。

力強い太鼓の響きで
式典の幕開けを祝う

今月の表紙

広報えな11 月号　目次

 3	 特集 恵那市が誕生して
　　　　　15 周年を迎えました
 8	 注目情報
10	 お知らせ
16	 みんなの掲示板・おくやみ
18	 健康ガイド
19	 子育て支援センター・相談
20	 地域情報トピックス
21	 図書館・文化施設情報
22	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
23	 健幸レシピ・医療の現場から
24	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
25	 輝く恵那人
26	 ニュースと話題
28	 道の駅ラ・フォーレ上矢作
　　　リニューアルオープン

総数 49,987 人	 （ ー 51）
　男 24,366 人	 （ ー 14）
　女 25,621 人	 （ ー 37）
世帯 19,927 世帯	 （ ＋ 2）

（　）内は前月との比較

人口（１０月1日現在）

224 回（2,001 回）
（　）内は 1月からの累計

出生　15人
死亡　48人	 － 33人
 1 月からの自然増減	－ 379 人
転入　102 人
転出　120 人	 － 18人
 1 月からの社会増減	 － 97人

人口動態（９月異動）

救急車出動回数（９月）
建物 3件	 （17件）
その他 2件	 （13件）
（　）内は 1月からの累計

人身事故 5件	 （36件）
物損事故 153 件	 （1,030 件）
負傷者 7人	 （55人）
死者　 0人	 （4人）
（　）内は 1月からの累計

火災（９月）

交通事故（９月中の概数）

Facebook や Instagram、LINE の登録は無料ですが、
接続料や通信料は利用者の負担です。

▼ Facebook ▼ Instagram

　
上
矢
作
町
に
あ
る
大
船
神
社
は
、
か
つ
て
の

上か
み

村む
ら

、
五ご

ヶか

村そ
ん

の
産さ
ん

宮ぐ
う

と
し
て
、
ご
神
木
「
弁

慶
杉
」
を
擁
し
、大
船
山
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

縁
起
は
、
天て
ん

平ぴ
ょ
う

宝ほ
う

字じ

年
間
（
八
世
紀
中
頃
）
に

東
大
寺
の
良ろ
う

弁べ
ん

僧
正
が
草そ
う

庵あ
ん

を
結
ん
だ
こ
と
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
戦
乱
の
時
代
に
焼
失
し
、
廃
寺
同

様
で
し
た
が
、
１
６
７
１
（
寛
文
１１
）
年
に
岩

村
城
主
、
丹
羽
氏う
じ

純ず
み

の
擁
護
を
受
け
、
大
改
修

を
行
い
、
幕
末
の
１
８
５
６
（
安
政
３
）
年
に

は
現
在
の
本
殿
が
「
諏
訪
の
和わ

四し

郎ろ
う

富と
み

重し
げ

」
に

よ
り
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
、
棟む
な

札ふ
だ

な
ど
か
ら
判

明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
修
を
行
っ
た
和
四
郎
富
重
と
は
、
ど

ん
な
人
物
で
し
ょ
う
か
。

　
初
代
富と
み

棟む
ね

は
諏
訪
に
生
ま
れ
、
江
戸
本
所
の

立
川
通
り
で
宮
大
工
の
修
行
を
し
一
家
を
成
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
立
川
流
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
代
目
は
「
幕
末

の
左
ひ
だ
り

甚じ
ん

五ご

郎ろ
う

」
と
称
さ
れ
た
富と
み

昌ま
さ

、
そ
し
て
三

代
目
は
当
本
殿
を
造
営
し
た
富
重
と
な
り
、
初

代
の
幼
名
、和
四
郎
を
代
々
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

　
立
川
流
の
特
徴
は
、
波は

濤と
う

・
獅
子
・
鳳
凰
を

得
意
と
し
、
極ご
く

彩さ
い

色し
き

を
使
わ
ず
、
素そ

木ぼ
く

を
基
本

と
し
、
一い
ち

木き

か
ら
題
材
を
掘
り
出
し
自
然
の
木

目
を
活
用
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
以
前
建
物
の
調
査
に
当
た
っ
た
名
古
屋
工
業

大
学
の
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
神
社
の
注
目
す

べ
き
特
徴
は
、
立
川
流
の
豊
富
な
建
築
彫
刻
で

装
飾
さ
れ
た
優
れ
た
意
匠
に
あ
り
ま
す
。初
代
・

二
代
が
手
掛
け
た
諏
訪
大
社
が
、
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
神
社
が
諏
訪

大
社
と
同
等
の
文
化
的
価
値
が
あ
る
と
報
告
書

で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
立
川
流
三
代
目
と
し
て
有
名
な
宮
大

工
が
当
社
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
謎

は
残
り
ま
す
が
、
現
在
、
本
殿
を
県
指
定
文
化

財
と
し
て
申
請
中
で
あ
り
、
氏
子
と
し
て
は
早

く
指
定
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

大
船
神
社
と
和
四
郎
富
重

上矢作町郷土史研究会

荒田 善美さん
（上矢作町）

恵
那
市
制
１５
周
年
記
念
式
典

恵
那
市
が
誕
生
し
て
１５
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

平
成
１６
年
１０
月
２５
日
、
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、
新
生
恵
那
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
市
制
１５
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
１０
月
１９
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
躍
や
市
へ
の
功
績
を
た
た
え
、
１
３
９
の

個
人
と
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
模
様
や
被
表
彰
者
の
方
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
紹
介
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

　
市
町
村
合
併
か
ら
今
日
ま
で
の
時

間
は
、
各
地
域
の
個
性
を
残
し
つ
つ

市
の
一
体
感
を
生
み
出
す
た
め
挑
戦

し
続
け
た
１５
年
間
で
し
た
。

　
平
成
２８
年
１１
月
に
市
立
恵
那
病
院

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
翌
年
に
は
１０

年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
の
恵
那
病
院
は
市
民
の
安

心
の
要
、
未
来
へ
の
希
望
で
す
。
市

の
一
体
感
の
象
徴
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
以
降
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
８
年
後
に
は
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
新
た
な
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
着
実
な
基
盤
整
備
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
市
の
特
色
は
、
個
性
豊
か
な
１３

の
地
域
が
光
り
輝
き
、
進
化
し
て
い

る
こ
と
。
こ
の
誇
る
べ
き
恵
那
市
を

子
や
孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

今
後
も
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
輝
き
な
が
ら
進
化
す
る
ま
ち
」

小
坂
市
長
が
式
辞

▼ LINE

▲一本のケヤキをくり抜いた獅子
の彫刻
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合
併
調
印
式

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
、

上
矢
作
町
が
合
併
し
、
新
生
「
恵
那
市
」
が
誕
生

初
代
市
長
に
可
知
義
明
氏
が
就
任

新
火
葬
場
「
え
な
斎
苑
」
完
成

市
の
花
に
さ
さ
ゆ
り
、
市
の
木
に
ハ
ナ
ノ
キ
を
制
定

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

市
総
合
計
画
、
行
財
政
改
革
大
綱
ス
タ
ー
ト

岩
村
城
が
「
日
本
百
名
城
」
に
認
定

統
廃
合
に
よ
り
恵
那
南
高
等
学
校
開
校

市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）
開
館

県
内
初
の
風
力
発
電
施
設
が
上
矢
作
町
に
誕
生

市
女
性
消
防
隊
が
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

伊
藤
喜
美
氏
の
名
誉
市
民
推
挙
式

明
知
鉄
道
極
楽
駅
が
開
業

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
恵
那
開
催

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
３
期
拡
張
工
事
が
完
成

恵
那
駅
に
「
え
な
て
ら
す
」
が
オ
ー
プ
ン

三
学
の
ま
ち
恵
那
を
宣
言

市
総
合
計
画
後
期
計
画
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱

ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
中
間
駅
を

中
津
川
市
と
発
表

ぎ
ふ
清
流
国
体
ス
ケ
ー
ト
競
技
開
催

ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技
開
催

市
の
観
光
交
流
人
口
が
４
０
０
万
人
を
突
破

国
道
１９
号
恵
那
―
中
津
川
間
の
４
車
線
化
が
完
成

吉
田
小
学
校
が
閉
校
し
明
智
小
学
校
と
統
合

市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー
ナ
」
が
誕
生

市
役
所
西
庁
舎
が
竣
工

日
本
大
正
村
３
代
目
村
長
に
竹
下
景
子
さ
ん
就
任

健
幸
都
市
え
な
を
宣
言

市
立
１６
園
で
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
ス
タ
ー
ト

第
２
次
総
合
計
画
、
第
３
次
行
財
政
改
革
ス
タ
ー
ト

市
立
恵
那
病
院
が
完
成

小
坂
喬
峰
市
長
が
就
任

恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

市
立
恵
那
病
院
で
１０
年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

世
界
初
、女
性
ラ
リ
ー
「
Ｌ
１
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
ｉｎ
恵
那
」

を
開
催

市
内
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備

中
野
方
救
急
分
遣
所
が
開
設

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。」
で
注
目
の
的
に

武
並
小
学
校
防
災
活
動
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

瑞
浪
恵
那
道
路
恵
那
工
区
の
全
線
事
業
化
、
中
心
杭

打
ち
式
を
挙
行

二
葉
こ
ど
も
園
と
長
島
こ
ど
も
園
が
閉
園
し
、
お
さ

し
ま
二
葉
こ
ど
も
園
が
開
園

笠
置
峡
ボ
ー
ト
カ
ヌ
ー
場
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の

東
京
２
０
２
０
大
会
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
定

Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
日
本
開
催
が
決
定

恵
那
市
の
１５
年
間
の
歩
み

●●●●●●●●●●●●●●●●

平
成
１６
年

平
成
１７
年

平
成
１８
年

平
成
１９
年

平
成
２０
年

平
成
２１
年

平
成
２２
年

平
成
２３
年

平
成
２４
年

平
成
２５
年

平
成
２６
年

平
成
２７
年

平
成
２８
年

平
成
２９
年

平
成
３０
年

平
成
３１
年

令
和
元
年

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
和
太

鼓
奏
者
、
加
藤
拓
三
さ
ん
の

力
強
い
演
奏
で
幕
を
開
け
た

市
制
１５
周
年
記
念
式
典
。
そ

の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
市
の

１５
年
間
を
写
真
で
紹
介
す
る

映
像
が
流
れ
、
来
場
者
は
市

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
勢
に
貢
献
し
た

１
３
９
の
個
人
と
団
体
へ
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
績
、
教
育
・
体

育
・
文
化
功
績
、
社
会
福
祉

功
績
、
産
業
功
績
、
保
健
衛

生
功
績
、
公
共
寄
付
功
績
、

市
勢
振
興
功
績
の
７
分
野
で

被
表
彰
者
全
員
の
名
前
が
紹

介
さ
れ
、
小
坂
市
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。
舞
台
上
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
会
場
か
ら
は
絶
え

間
な
く
大
き
な
拍
手
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
恵
那
西
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
恵
那
東

中
学
校
吹
奏
楽
部
が
舞
台
に

登
場
し
『
ス
タ
ー
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
』、『
ア
フ
リ
カ
ン
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
の
２
曲
を

演
奏
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
恵
那
高
等
学
校

音
楽
部
と
恵
那
農
業
高
等
学

校
合
唱
部
が
登
壇
し
、
合
唱

曲
『
ほ
ら
ね
』
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
市
少
年
少
女
合

唱
団
も
加
わ
り
、
前
田
暁さ

と
るさ

ん
の
指
揮
に
合
わ
せ
、
会
場

一
体
と
な
っ
て『
ふ
る
さ
と
』

を
歌
い
ま
し
た
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、『
ふ

る
さ
と
』
に
合
わ
せ
、
市
民

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
内

各
地
の
す
て
き
な
風
景
写
真

が
次
々
と
映
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
と
歌
声
、
そ
し
て
美
し

い
風
景
写
真
に
誘
わ
れ
、
会

場
全
員
が
ふ
る
さ
と
恵
那
市

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

市
制
１５
周
年
記
念
式
典
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

音
楽
や
映
像
で
１５
周
年
を
お
祝
い

合併調印式合併調印式市中央図書館開館市中央図書館開館えなてらすオープンえなてらすオープン市公式キャラクター「エーナ」誕生市公式キャラクター「エーナ」誕生市立恵那病院完成市立恵那病院完成笠置峡がキャンプ地に選ばれる笠置峡がキャンプ地に選ばれる
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地
方
自
治
功
績

地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

多
年
市
長
と
し
て
貢
献　

可
知
義

明
（
大
井
町
）

多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
貢

献　

伊
藤
壽
保
（
岩
村
町
）、
西

尾
ひ
ろ
み
（
岩
村
町
）

多
年
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
貢
献　

柘
植
麻
美

（
大
井
町
）、荻
山
信
幸
（
武
並
町
）

多
年
財
産
区
議
会
議
員
と
し
て
貢

献　

西
尾
耕
作
（
長
島
町
）、
渡

会
邦
憲
（
武
並
町
）

多
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
貢
献

永
冶
繁
代
（
笠
置
町
）

多
年
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
と

し
て
貢
献　

近
藤
達
治
（
中
野
方

町
）

多
年
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
地
域
自
治
区
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
貢
献　

鈴
木
誠

（
愛
知
県
）

多
年
行
財
政
改
革
審
議
会
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
、
総
合
計
画
審
議
会
会

長
と
し
て
貢
献　

　
村
貢
（
福
岡

県
）

教
育
・
体
育
・
文
化
功
績

教
育
、
学
芸
、
体
育
、
文
化
の
振

興
に
貢
献

多
年
教
育
関
係
施
設
経
営
に
従
事

し
、
教
育
の
振
興
に
貢
献　

丸
山

充
信
（
中
津
川
市
）

多
年
伝
統
文
化
（
日
本
舞
踊
）
の

保
存
継
承
に
貢
献　

宮
武
玲
子

（
長
島
町
）、井
村
鉦
子
（
長
島
町
）

多
年
伝
統
文
化
（
民
俗
芸
能
）
の

保
存
継
承
に
貢
献　

三
宅
一
嘉

（
東
野
）、鈴
村
博
義（
中
野
方
町
）、

吉
田
勇（
笠
置
町
）、柴
田
正
樹（
岩

村
町
）、
柘
植
建
蔵
（
飯
地
町
）

多
年
伝
統
文
化
（
華
道
）
の
保
存

継
承
に
貢
献　

砂
場
善
一
（
長
島

町
）、
丸
山
安
夫
（
山
岡
町
）

多
年
合
唱
団
指
導
者
と
し
て
貢
献

前
田
暁
（
中
津
川
市
）

多
年
陸
上
競
技
協
会
役
員
と
し
て

貢
献　

中
島
安
博
（
長
島
町
）、

山
内
孝
次
（
明
智
町
）

多
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

貢
献　

藤
野
ゆ
み
江
（
上
矢
作

町
）、
安
藤
直
美
（
串
原
）

多
年
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
貢
献　

宮
﨑
光
雄（
長
島
町
）

多
年
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
審
議
会
長
と
し
て
貢
献　

西

久
保
成
樹
（
岩
村
町
）

多
年
文
化
振
興
会
役
員
と
し
て
貢

献　

奥
山
完
治
（
大
井
町
）、
赤

尾
袈
夫
（
中
津
川
市
）、
西
尾
康

久
（
長
島
町
）

社
会
福
祉
功
績

社
会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定

に
貢
献

多
年
民
生
委
員
と
し
て
貢
献　

吉

田
健
市（
笠
置
町
）、水
野
利
彦（
山

岡
町
）

多
年
保
護
司
と
し
て
貢
献　

木
村

謙
三
（
大
井
町
）、森
川
彰
夫
（
岩

村
町
）、
三
宅
利
男
（
串
原
）、
田

中
丈
雄
（
岩
村
町
）

１
３
９
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
貢
献

各
務
素
弘
（
長
島
町
）

多
年
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し

て
貢
献　

可
児
由
紀
子（
大
井
町
）

多
年
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理

運
営
に
貢
献　

水
野
武
郎
（
愛
知

県
）

産
業
功
績

産
業
の
開
発
、
振
興
に
貢
献

多
年
生
産
森
林
組
合
役
員
と
し
て

貢
献　

信
田
義
秋
（
長
島
町
）、

可
知
幸
男
（
長
島
町
）、
磯
村
源

藏
（
長
島
町
）

多
年
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
貢

献　

阿
部
伸
一
郎
（
大
井
町
）、

伊
東
靖
英
（
飯
地
町
）、
奥
村
清

二
（
大
井
町
）、
渡
邉
敏
夫
（
長

島
町
）、
加
地
政
博
（
大
井
町
）、

中
神
幸
良
（
大
井
町
）、
樋
田
　

久
（
中
野
方
町
）、鈴
木
雅
博
（
長

島
町
）、
鈴
木
英
幸
（
長
島
町
）、

古
田
耕
司
（
大
井
町
）、
髙
木
良

直
（
長
島
町
）

多
年
商
工
会
役
員
と
し
て
貢
献　

三
輪
哲
司
（
岩
村
町
）、
今
井
　

彦
（
明
智
町
）、
鈴
木
浩
之
（
岩

村
町
）、 

安
藤
博
文
（
明
智
町
）

多
年
商
店
街
連
合
会
役
員
と
し
て

貢
献　

大
塚
康
芳
（
大
井
町
）、

松
下
和
夫
（
大
井
町
）、
成
瀬
雅

裕
（
長
島
町
）、
神
尾
利
己
（
大

井
町
）

多
年
観
光
協
会
役
員
と
し
て
貢
献

鹿
野
正
春
（
大
井
町
）、
丸
山
朝

夫
（
三
郷
町
）、
柘
植
羌
（
中
野

方
町
）、
市
川
捷
敬
（
三
郷
町
）、

原
正
雄（
大
井
町
）、田
口
優
一（
中

津
川
市
）、
神
谷
百
合
子
（
長
島

町
）、
鵜
飼
伸
昌
（
三
郷
町
）、
藤

井
鉦
三
（
岩
村
町
）、 

渡
會
延
彦

（
岩
村
町
）、西
尾
光
仁（
山
岡
町
）、

松
井
千
明
（
明
智
町
）、
鈴
木
一

平
（
明
智
町
）、
伊
藤
隆
康
（
明

智
町
）、
杉
山
淳
（
明
智
町
）、
中

村
則
幸
（
明
智
町
）、
安
藤
孝
成

（
明
智
町
）、加
藤
茂
晴（
明
智
町
）、

藤
本
勝
彦
（
明
智
町
）

保
健
衛
生
功
績

保
健
衛
生
の
改
善
と
向
上
に
貢
献

多
年
助
産
師
と
し
て
貢
献　

鵜
飼

喜
久
子
（
三
郷
町
）

多
年
歯
科
衛
生
士
と
し
て
貢
献　

田
立
一
世
（
長
島
町
）、
志
津
美

智
子
（
大
井
町
）

多
年
学
校
医
と
し
て
貢
献　

高
木

應
俊
（
長
島
町
）

多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
貢
献　

安
藤
省
吾
（
大
井
町
）、
千
賀
な

ほ
み
（
大
井
町
）、（
故
）
渡
邊
大

剛
（
明
智
町
）、
林
裕
子
（
中
津

川
市
）

多
年
こ
ど
も
園
薬
剤
師
と
し
て
貢

献　

金
久
保
光
克
（
愛
知
県
）

多
年
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
役

員
と
し
て
貢
献　

山
本
さ
ち
よ

（
岩
村
町
）、
桐
山
智
子
（
東
野
）

公
共
寄
付
功
績

公
共
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
付

多
額
の
金
品
な
ど
を
寄
付　

伊
藤

鉄
男
（
東
京
都
）、鮎
澤
多
俊
（
愛

知
県
）、
平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
（
瑞
浪
市
）、
渡
邉

美
惠
（
長
島
町
）、
東
野
開
発
振

興
会
（
東
野
）、
株
式
会
社
嘉
美

屋
（
中
津
川
市
）、浅
野
義
雄
（
長

島
町
）、（
故
）
丹
羽
重
德
・
丹
羽

佳
子
（
大
井
町
）、
株
式
会
社
舘

林
（
飯
地
町
）、
赤
池
利
行
（
大

井
町
）、
東
美
濃
農
業
協
同
組
合

（
中
津
川
市
）、
愛
岐
工
業
株
式
会

社（
大
井
町
）、（
故
）竹
山
英
雄（
長

島
町
）、株
式
会
社
十
六
銀
行
（
岐

阜
市
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

（
大
井
町
）、宮
下
和
子（
愛
知
県
）、

ユ
ニ
オ
ン
機
工
株
式
会
社
（
三
郷

町
）、（
故
）澤
口
友
彌（
ス
ペ
イ
ン
）

市
勢
振
興
功
績

市
勢
の
振
興
に
貢
献

多
年
交
通
安
全
対
策
協
議
会
役
員

と
し
て
貢
献　

池
戸
　
治
（
長
島

町
）、
加
藤
春
人
（
明
智
町
）

多
年
交
通
安
全
女
性
連
絡
協
議
会

役
員
と
し
て
貢
献　

橋
詰
美
智
子

（
大
井
町
）

多
年
環
境
美
化
に
貢
献　

中
山
道

岡
瀬
沢
保
存
会
（
大
井
町
）、
中

山
道
西
行
保
存
会
（
長
島
町
）、

四
ツ
谷
地
区
中
山
道
保
存
会
（
武

並
町
）、
武
並
地
区
中
山
道
保
存

会
（
武
並
町
）、
笠
置
峡
景
勝
会

（
笠
置
町
）、Ｉ
Ｅ
Ｐ
グ
ル
ー
プ（
飯

地
町
）

多
年
住
民
自
治
組
織
の
役
員
と
し

て
貢
献　

西
尾
俊
彦
（
長
島
町
）、

西
部
良
治
（
長
島
町
）、
田
中
克

明（
長
島
町
）、伊
藤
常
光（
東
野
）、

坪
井
弥
榮
子
（
三
郷
町
）、
纐
纈

錬
一
（
武
並
町
）、樋
田
一
成
（
笠

置
町
）、池
戸
克
行
（
中
野
方
町
）、

鷲
見
公
一
（
中
野
方
町
）、
黄
地

尚
幸
（
山
岡
町
）、大
庭
勝
徳
（
山

岡
町
）、
阿
部
道
長
（
明
智
町
）、

堀
眞
人
（
明
智
町
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー

ト
競
技
会
少
年
男
子
１
万
㍍
優
勝

遠
藤
二
千
翔
（
三
郷
町
）

国
民
体
育
大
会
高
等
学
校
野
球
競

技
軟
式
野
球
優
勝　

大
島
遼
介

（
大
井
町
）

国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
ス
ラ

ロ
ー
ム
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル

１５
ゲ
ー
ト
第
２
位　

加
藤
哲
平

（
岩
村
町
）

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

受
賞　

市
立
武
並
小
学
校
（
武
並

町
）

観
光
振
興
に
多
大
な
貢
献
　
ふ
く

ろ
う
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
岩
村

町
）

国
内
初
と
な
る
女
性
限
定
公
認
ラ

リ
ー
の
開
催
に
尽
力　

勝
田
照

夫
（
愛
知
県
）、
井
原
慶
子
（
愛

知
県
）

調整時の苦労が評価

　合併時に先送りになっていた水道と

下水道の料金統一を審議する委員長を

任せられました。何度も会議を行い、

いろんな意見を聞いた上、まとめ上げ

ることができました。この大変な調整

が表彰につながったと思います。

表
彰
を
自
信
に
、
魅
力
あ
る
音
楽
を

　
３２
年
前
か
ら
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
指

導
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も

合
唱
を
続
け
て
い
る
卒
団
生
も
い
ま
す
。

音
楽
の
魅
力
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

し
て
伝
え
、
共
に
感
動
を
味
わ
っ
て
い
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
表
彰
を
自
信
と
し
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
音
楽
を
目
指
し
て
。

　

文
化
功
績
を
受
賞　

前
田
暁
さ
ん
（
上
矢
作
中
学
校
教
頭
）

子
ど
も
と
親
が
安
心
で
き
る
学
童
保
育
所
を

　
平
成
６
年
に
市
内
初
の
学
童
保
育
所
が

出
来
た
時
か
ら
、
指
導
員
と
し
て
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
行
き
た
い
と
思

え
る
場
所
、
親
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て

と
仕
事
が
で
き
る
た
め
の
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
彰
を
励
み

に
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

社
会
福
祉
功
績
を
受
賞　

可
児
由
紀
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
井
学
童
保
育
所
指
導
員
）
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手
入
れ
が
遅
れ
た
森
林
を

林
業
経
営
者
に
仲
介
す
る
制
度

国
体
の
成
功
に
向
け
て

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

第
３
戦
を
開
催

森
林
経
営
管
理
制
度

が
始
ま
り
ま
す

　
市
内
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る
国
体
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
が
、
令
和
３
年

１
月
２８
日
㈭
か
ら
３１
日
㈰
ま
で
の
４
日
間

行
わ
れ
ま
す
。
本
年
開
催
す
る
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
第
３
戦
を
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
位
置
付
け
、
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
種
目
　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

□
料
金
　
無
料

□
駐
車
場
　
▽
６
日
＝
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

周
辺
臨
時
駐
車
場
　
▽
７
、８
日
＝
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場
周
辺
と
武
並
小
学
校
臨
時
駐

車
場
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
駐
車
場
に
は
競
技
関

係
者
以
外
の
方
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
武

並
小
学
校
臨
時
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
巡
回
し
ま
す

□
そ
の
他
　
会
場
で
は
、
地
域
グ
ル
メ
の

出
店
や
特
産
品
の
販
売
を
行
う
「
お
も
て

な
し
交
流
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
グ
ル

メ
の
他
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
な
ど
を
披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
。

※
お
も
て
な
し
交
流
広
場
は
、
７
日
㈯
、

８
日
㈰
の
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
３
時
ま

で
開
催

　
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
第
３
戦
と
第
７６
回
国

体
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
を
応
援
す
る
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
内
容
　
Ｐ
Ｒ
活
動
や
植
栽
な
ど
の
会
場

美
化
、会
場
設
営
な
ど
。隙
間
時
間
を
使
っ

て
の
ぼ
り
旗
の
設
置
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ち
ょ
い
ボ
ラ
」
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
対
象
　
大
会
成
功
に
向
け
て
積
極
的
・

意
欲
的
に
取
り
組
む
個
人
か
団
体

※
応
募
時
点
で
１８
歳
未
満
の
方
は
、
保
護

者
の
同
意
が
必
要

□
申
込
期
限
　
令
和
３
年
１
月
３１
日
㈰

□
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
４
８
５
）

悩
ん
で
い
る
方
は

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

引
き
こ
も
り
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す

　
Ｆエ

フ

Ｉア
イ

Ａエ
ー

世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
（
Ｆ
Ｉ
Ａ 

W

ワ
ー
ル
ド

orld R

ラ

リ

ー

ally C

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

ham
pionship

＝

Ｗダ
ブ
ル

Ｒア
ー
ル

Ｃシ
ー

）
は
１
９
７
３
年
に
創
設
さ
れ
た

自
動
車
競
技
で
す
。
世
界
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
た
ラ
リ
ー
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
１４

の
イ
ベ
ン
ト
が
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
世
界

選
手
権
の
タ
イ
ト
ル
が
懸
け
ら
れ
た
の
が

そ
の
始
ま
り
。
以
降
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
は
４０
年
以

上
に
わ
た
り
世
界
最
高
峰
の
ラ
リ
ー
に
君

臨
。ラ
リ
ー
が
盛
ん
な
欧
州
や
南
米
で
は
、

Ｆエ
フ

１ワ
ン

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
人
気
が
あ
り

ま
す
。

　
９
月
２７
日
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
日
本
開
催
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
Ｗ
Ｒ
Ｃ
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
日
本
ラ
ウ
ン
ド
招
致
準
備
委

員
会
か
ら
、
２
０
２
０
年
Ｗ
Ｒ
Ｃ
日
本
開

催
の
決
定
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｒ
Ｃ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、

２
０
１
０
年
の
北
海
道
開
催
以
来
で
す
。

　
今
回
の
舞
台
は
、
恵
那
市
を
含
む
、
愛

知
県
と
岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で

す
。
１１
月
に
愛
知
県
と
岐
阜
県
で
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
恵
那
市
で
は
、

Ｌ
１
ラ
リ
ー
と
同
時
開
催
で
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｃ
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
トC

セ

ン

ト

ラ

ル

e
n
tra

l R
a
lly
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２
０
１
９

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈯
、
１０
日
㈰

※
詳
細
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
リ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

Ｗ
Ｒ
Ｃ
日
本
ラ
ウ
ン
ドR

a
lly

 J
ジ

ャ

パ

ン

a
p
a
n

□
と
き
　
令
和
２
年
１１
月
１９
日
㈭
～
２２
日

㈰
（
予
定
）

※
詳
細
は
後
日
決
定

　
　
Ｗ
Ｒ
Ｃ
活
用
推
進
室（
内
線
３
４
７
）

問

■�

大
会
概
要

　
森
林
は
雨
水
を
蓄
え
、
河
川
の
水
量
を

調
整
し
た
り
、
土
砂
災
害
を
防
止
し
た
り

と
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
森
林
の
適
切
な
経
営
や
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
大
切

な
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
市
内
に
は
、
手
入
れ
が
遅
れ
て

い
る
森
林
が
多
く
有
り
ま
す
。
森
林
経
営

管
理
制
度
は
、
適
切
な
経
営
や
管
理
を
行

う
た
め
に
市
が
仲
介
役
と
な
り
、
森
林
所

有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
森
林
所
有
者
を
対
象
に
、
所
有
す
る
森

林
を
今
後
ど
の
よ
う
に
経
営
や
管
理
し
て

い
き
た
い
か
、
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
手
入
れ
の
遅
れ
て
い
る
人
工

林
が
多
く
有
る
た
め
、
複
数
年
か
け
て
計

画
的
に
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
試
行
的
に
、
一
部
の
地
域
を

モ
デ
ル
地
域
に
設
定
し
、
意
向
調
査
を
行

い
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
林
政
課
（
内
線
３
６
７
）

■�

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は

問

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
結
果
、
社
会
的
参

加（
就
学
・
就
労
・
家
庭
外
で
の
交
遊
な
ど
）

を
回
避
し
、
６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
お

お
む
ね
家
庭
に
と
ど
ま
り
続
け
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り
と
い
っ
て

も
、
自
室
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

や
、
近
所
に
は
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
な
ど
、
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
引
き
こ
も
り
の
方
は
、
何
ら
か
の
理
由

で
元
気
や
自
信
が
無
く
な
り
、
外
へ
出
掛

け
る
事
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
て
、
怠

け
て
い
る
訳
で
も
甘
え
て
い
る
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
こ
も
っ
て
い
る
本
人
は

そ
の
現
状
に
苦
し
ん
で
い
た
り
、
家
族
も

本
人
に
ど
う
接
し
て
良
い
か
悩
ん
で
い
た

り
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
な
ん
で
も
相
談

　
福
祉
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
社
会
福

祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大
井
町
）

□
連
絡
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
志
２
６

―
５
２
２
１

地
域
生
活
支
援
拠
点
「
ぷ
ら
っ
と
」

　
障
が
い
者
や
引
き
こ
も
り
の
方
に
居
場

所
や
活
動
の
場
を
提
供
し
、
自
立
し
た
日

常
生
活
と
社
会
生
活
を
営
む
き
っ
か
け
を

つ
く
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大
井
町
）

□
連
絡
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
志
２
６

―
５
２
２
１

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

引
き
こ
も
り
専
門
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

医
師
な
ど
が
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
連
絡
先
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
３
１
―
９
７
２
４

　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
１
）

■
Ｗ
Ｒ
Ｃ
と
は

■�

大
会
の
応
援
隊
を
募
集

問

申
・
問

世
界
ト
ッ
プ
選
手
の
自
動
車
競
技
を

市
内
で
観
戦
で
き
る

Ｗ
Ｒ
Ｃ
日
本
ラ
ウ
ン
ド

開
催
決
定

■
引
き
こ
も
り
と
は

■
２
０
２
０
年
に
日
本
で
開
催

■
開
催
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▲セントラル
　ラリー

■
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

■
相
談
窓
口
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１１
・
１２
月
集
団
資
源
回
収

三
郷
小
学
校
区

□
と
き
　
１１
月
３０
日
㈯

東
野
小
学
校
区

□
と
き
　
１２
月
１
日
㈰

大
井
第
二
小
学
校
区

□
と
き
　
１２
月
１
日
㈰

問
　
環
境
課（
内
線
２
０
８
）

１１
月
の
使
用
済
み
て
ん
ぷ

ら
油
の
回
収

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈯
～
１１
日
㈪

□
と
こ
ろ
　
各
収
集
所
（
ご
み
百

科
事
典
参
照
）

□
そ
の
他
　
収
集
所
に
設
置
し
て

あ
る
容
器
に
食
用
廃
油
の
み
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課（
内
線
２
０
８
）

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

の
申
請
を
忘
れ
ず
に

　
本
年
度
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置

費
用
に
対
す
る
補
助
金
交
付
申
請

の
締
め
切
り
は
、
１１
月
２９
日
㈮
で

す
。
浄
化
槽
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
１
８
）

防
災
行
政
無
線
の
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
大
規
模
地
震
な
ど
の
発
生
時
に

備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

拡
声
子
局
と
各
世
帯
の
音
声
告
知

器
で
放
送
が
流
れ
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
４
日
㈬
午
前
１１
時

問
　
危
機
管
理
課
（
内
線
３
５
４
）

あ
ん
し
ん
声
掛
け
訓
練
に

協
力
を

　
一
人
で
外
出
し
た
認
知
症
の
方

が
自
宅
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
も
、

早
く
安
全
に
保
護
で
き
る
よ
う
に

地
域
で
見
守
る
「
あ
ん
し
ん
声
掛

け
訓
練
」
を
開
催
し
ま
す
。
認
知

症
の
方
役
の
担
当
者
が
、
明
智
町

内
を
歩
き
ま
す
。
見
掛
け
た
方
は

声
を
掛
け
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
た

か
な
ど
の
情
報
提
供
に
協
力
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
２２
日
㈮
午
後
１
時

～
３
時

□
通
報
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
志
２
２
︱
９
１
１
２（
直
通
）

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
６
７
）

明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー
の

催
し

思
い
出
話
の
会

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈯
㈷
午
後
１

時
半
～
３
時

□
料
金
　
無
料

お
も
い
で
カ
フ
ェ

　
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
６
日
㈮
午
後
１
時

～
３
時

□
料
金
　
１
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
付
き
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
明
智
回
想
法
セ
ン

タ
ー

　
　
　
　
明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー

志
５
４
―
４
０
５
６

さ
さ
ゆ
り
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
や
家
族
な
ど
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２７
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
茅か

や

の
宿
と
み
だ
（
岩

村
町
）

□
料
金
　
無
料

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
７
２
）

高
齢
者
ニ
ー
ズ
把
握
に
協

力
を

　
市
で
は
、
第
８
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
高
齢

者
支
援
を
目
的
と
し
た
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
１１
月
中
旬
以
降

に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。
期
日

ま
で
の
返
送
に
協
力
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
＝
６５
歳

以
上
の
在
宅
介
護
・
施
設
介
護
者

の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
　
▽
ニ
ー

ズ
調
査
＝
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
か
ら
無
作

為
抽
出

申
・
問
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

６
１
）

糖
尿
病
を
学
ぶ

市
立
恵
那
病
院

□
と
き
　
１２
月
４
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
小
林
由
紀
氏（
看
護
師
）

□
テ
ー
マ
　
足
の
健
康
は
健
康
寿

命
に
つ
な
が
る

□
申
込
期
限
　
１１
月
２９
日
㈮

申
・
問
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１

国
保
上
矢
作
病
院

□
と
き
　
１２
月
１０
日
㈫
午
後
２
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
国
保
上
矢
作
病
院

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
伊
藤
豊
彦
氏
（
理
学
療

法
士
）

□
テ
ー
マ
　
糖
尿
病
の
運
動
療
法

申
・
問
　
国
保
上
矢
作
病
院
看
護

部
外
来
科
志
４
７
―
２
２
１
１

保
健
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き
　
１１
月
２２
日
㈮
午
後
２
時

～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
か
み
や
は
ぎ
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
服
部
浩
文
氏
（
理
学
療

法
士
）

□
テ
ー
マ
　
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
身か

ら
だ体
づ
く
り

申
・
問
　
か
み
や
は
ぎ
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
志
４
８
―
３
１
８

５子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
の
預
か
り
や
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
、
自
分

の
子
育
て
や
孫
の
子
育
て
に
生
か

し
た
い
方
は
受
講
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
５
日
㈭
、６
日
㈮
、

９
日
㈪
、
１２
日
㈭
、
１３
日
㈮
（
全

５
回
）

※
開
催
時
間
は
日
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

□
と
こ
ろ
　
木キ

ー

ポ
イ
ン
ト
（
長
島

町
）（
９
日
㈪
は
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
）

□
料
金
　
無
料

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
そ
の
他
　
研
修
内
容
や
申
し
込

み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
志
２
５
︱
７
１

２
１

園
児
が
エ
ー
ナ
ワ
ッ
ペ
ン

を
着
用

　
市
内
の
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、

幼
稚
園
に
通
う
３
歳
以
上
の
園
児

が
、市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
エ
ー

ナ
」の
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
ま
す
。

ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
方
か
ら
、
声
を
掛
け
て
も

ら
っ
た
り
、
見
守
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し

ま
す
。
併
せ
て
、
郷
土
愛
を
育
て

ま
す
。

問
　
幼
児
教
育
課（
内
線
４
３
１
）

第
５０
回
市
民
会
館
作
品
展

□
と
き
　
１１
月
２２
日
㈮
～
２４
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

問
　
市
民
会
館
志
２
６
︱
１
８
０

８抹
茶
の
お
も
て
な
し

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈯
㈷
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
（
大
井
町
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円

※
入
館
料
無
料

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
２
）

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

の
催
し

干え

支と

絵
馬
作
り
教
室

□
と
き
　
１１
月
１０
日
㈰
午
前
１０
時

～
正
午

干
支
ネ
ズ
ミ
の
置
物
作
り
教
室

□
と
き
　
１１
月
１７
日
㈰
❶
午
前
１０

時
～
正
午
❷
午
後
１
時
半
～
３
時

半共
通

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
各
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
作
品
の
引
き
渡
し
　
１２
月
中
旬

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
曜

日
休
館
）

コミセン＝コミュニティセンターの略

▲エーナワッペン

申
・
問

　  　　　 シアター恵那の開催情報
　　　　　　　　

問

スマートフォンやパソコンからも！
広報えなを配信中。　　総務課（内線３２４）問

□第14回笠松グランプリ（SPⅠ）シリーズ
　11月18日㈪～２2日㈮

□第15回ウインター（P）シリーズ
　12月2日㈪～6日㈮

　　　シアター恵那　志２５-７７６７（午前１０時開門）
　 　　http://www.kasamatsu-keiba.com/
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ら
っ
ぽ
か
ら
の
案
内

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

□
と
き
　
１２
月
４
日
～
令
和
２
年

１
月
２９
日
（
１２
月
２５
日
と
１
月
１

日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７

時
５０
分
～
８
時
４０
分
（
全
７
回
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

□
と
き
　
１２
月
６
日
～
令
和
２
年

１
月
３１
日
（
１２
月
２７
日
と
１
月
３

日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
）
午
後
７

時
～
７
時
５０
分
（
全
７
回
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円

体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室

□
と
き
　
１２
月
３
日
～
１７
日
、
令

和
２
年
１
月
２１
日
～
２８
日
（
毎
週

火
曜
日
）
午
後
１
時
半
～
３
時
、

１２
月
２６
日
、令
和
２
年
１
月
９
日
、

１６
日
（
毎
回
木
曜
日
）
午
前
１０
時

半
～
正
午
（
全
８
回
）

□
定
員
　
１６
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
４
０
０
０
円

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
教
室

□
と
き
　
１２
月
４
日
～
令
和
２
年

１
月
２９
日
（
１
月
１
日
を
除
く
毎

週
水
曜
日
）
午
後
７
時
～
７
時
４０

分
（
全
８
回
）

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
４
０
０
０
円

水
中
運
動
教
室
（
昼
・
火
曜
日
コ
ー

ス
）

□
と
き
　
１２
月
３
日
～
１７
日
、
令

和
２
年
１
月
２１
日
～
２８
日
（
毎
週

火
曜
日
）午
後
１
時
半
～
２
時（
全

５
回
）

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

水
中
運
動
教
室
（
昼
・
水
曜
日
コ
ー

ス
）

□
と
き
　
１２
月
４
日
～
１８
日
、
令

和
２
年
１
月
１５
日
～
２９
日
（
毎
週

水
曜
日
）
❶
午
後
１
時
半
～
２
時

❷
午
後
２
時
２０
分
～
２
時
５０
分

（
全
６
回
）

□
定
員
　
各
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

水
中
運
動
教
室
（
夜
）

□
と
き
　
１２
月
５
日
㈭
、
１９
日
㈭

午
後
７
時
～
７
時
半

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

筋
ト
レ
を
暮
ら
し
の
中
に

□
と
き
　
１２
月
６
日
～
令
和
２
年

１
月
２４
日
（
１２
月
２７
日
、
１
月
３

日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
）
午
後
１

時
半
～
２
時
半
（
全
６
回
）

□
対
象
　
市
内
在
住
の
方

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円

全
教
室
共
通

□
申
し
込
み
方
法
　
直
接
か
電
話

で
申
し
込
む
。

※
申
し
込
み
後
の
開
催
通
知
は
無

し
。「
水
中
運
動
教
室
」
は
本
人

が
申
し
込
む
。
１
人
で
複
数
人
の

申
し
込
み
は
不
可

□
申
込
開
始
日
　
１１
月
２０
日
㈬

※
水
中
運
動
教
室（
昼
・
水
曜
日

コ
ー
ス
）
は
１１
月
１９
日
㈫

□
施
設
利
用
料
　
▽
一
般
＝
４
０

０
円
／
回
　
▽
小
中
学
生
＝
２
０

０
円
／
回

申
・
問
　
ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）
志
５

６
―
４
０
６
６
（
月
曜
日
休
館
）

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
市
有
地
の
買
い
主

　
市
で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
や

中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
、
優
れ
た
提
案
を
持
つ
方
へ
市

有
地
を
売
却
し
ま
す
。

❶
分
譲
住
宅
地

□
と
こ
ろ
　
大
井
町
字
北
関
戸
地

内（
旧
大
井
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場
）

□
面
積
　
約
３
０
０
０
平
方
㍍

□
対
象
　
住
宅
分
譲
地
の
供
給
実

績
が
あ
り
、
市
内
に
本
店
、
支
店
、

営
業
所
を
有
す
る
事
業
者

※
そ
の
他
要
件
有
り

❷
事
務
所
な
ど
の
事
業
用
地

□
と
こ
ろ
　
大
井
町
字
舟
山
地
内

（
舟
山
住
宅
跡
地
）

□
面
積
　
約
３
５
０
０
平
方
㍍

□
対
象
　
市
内
に
事
務
所
か
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

※
そ
の
他
要
件
有
り

共
通

□
申
込
期
限
　
１１
月
１５
日
㈮

□
そ
の
他
　
条
件
や
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
❶
都
市
住
宅
課
（
内
線
２
４

６
）、
❷
商
工
課
（
内
線
３
９
６
）

市
水
道
検
針
員

□
委
託
期
間
　
令
和
２
年
４
月
１

日
～
令
和
３
年
３
月
３１
日

□
検
針
地
区
　
上
矢
作
町

□
定
員
　
１
～
２
人

□
委
託
料
　
▽
基
本
料
金
＝
３
０

０
０
円
／
月
　
▽
件
数
加
算
＝
９０

円
／
件

□
対
象
　
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上

の
方

□
業
務
内
容
　
偶
数
月
に
５
３
０

件
程
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
を
持

参
し
上
下
水
道
課
へ
申
し
込
む
。

□
申
込
期
限
　
１２
月
２０
日
㈮

申
・
問
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２

２
２
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
未
登
録
や
新
た
に
取
得
し
た
銃

砲
や
刀
剣
類
の
所
持
、
売
買
に
必

要
な
登
録
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２０
日
㈬
午
前
１０
時

～
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
登
録
手
数
料
　
６
３
０
０
円
／

件□
持
ち
物
　
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣

類
、
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

問
　
県
環
境
生
活
部
文
化
伝
承
課

志
０
５
８
―
２
７
２
―
８
１
５
４

健
幸
・
大
正
村
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会

　
明
知
鉄
道
野
志
駅
か
ら
大
正
村

広
場
ま
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
明
智
光
秀
ゆ
か

り
の
地
を
巡
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
に

よ
る
見
ど
こ
ろ
解
説
付
き
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

１５
分
（
受
け
付
け
は
午
前
１０
時
）

□
と
こ
ろ
　
▽
ス
タ
ー
ト
＝
野
志

駅
　
▽
ゴ
ー
ル
＝
大
正
村
広
場

□
料
金
　
無
料

問
　ス
ポ
ー
ツ
課（
内
線
４
８
２
）、

明
智
振
興
事
務
所
志
５
４
―
２
１

１
１

体
育
連
盟
の
案
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日

□
と
き
　
❶
１１
月
１９
日
㈫
、
１２
月

３
日
㈫
午
前
１０
時
～
正
午
❷
１１
月

１３
日
㈬
、
２８
日
㈭
午
後
６
時
～
８

時□
対
象
　
高
校
生
以
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

□
と
き
　
❶
１１
月
１５
日
㈮
、
２７
日

㈬
午
後
７
時
❷
１１
月
２０
日
㈬
、
１２

月
４
日
㈬
午
前
１０
時

□
対
象
　
高
校
生
以
上

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
２
０
円

□
持
ち
物
　
屋
内
用
靴

金
曜
日
プ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

□
種
目
・
と
き
　
▽
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
ボ
ー
ル
＝
１１
月
１５
日
　
▽
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
＝
１１
月
２２
日
　
▽

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
＝
１１
月

２９
日
　
▽
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ボ
ー
ル

＝
１２
月
６
日
（
午
前
１０
時
～
１０
時

半
）

□
料
金
　
２
０
０
円

□
持
ち
物
　
屋
内
用
靴

１２
月
利
用
分
体
育
施
設
貸
し
出
し

抽
選

□
と
き
　
１１
月
２０
日
㈬
午
後
７
時

□
対
象
　
事
前
に
団
体
登
録
を
し

た
団
体

託
児
付
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
日

□
と
き
　
１１
月
２０
日
㈬
、
１２
月
４

日
㈬
午
前
１０
時
～
正
午

□
託
児
対
象
　
生
後
６
カ
月
以
上

の
子

□
定
員
　
５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

共
通

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育

館申
・
問
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
︱

６
４
７
８
（
月
曜
日
休
館
）

え
な
イ
ー
ス
ト
の
案
内

総
合
運
動
教
室

□
と
き
　
初
回
１１
月
１３
日
㈬
午
後

６
時
１０
分
～
７
時
１０
分（
全
８
回
）

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
申
し
込

み
の
際
に
案
内
し
ま
す

□
と
こ
ろ
　
大
井
第
二
小
学
校
体

育
館

□
対
象
　
小
学
校
１
～
４
年
生

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
４
０
０
０
円

▽
非
会
員
＝
６
０
０
０
円

□
持
ち
物
　
動
け
る
服
装
、
屋
内

用
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
・
問
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０
０
６

８恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
冬
季
　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
冬
季
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
滑
走
料
が

無
料
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈯
㈷
午
前
８

時
半
～
午
後
８
時
半

問
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
︱

３
３
９
０
（
月
曜
日
休
館
）

第
２８
回
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

愛
好
者
大
会

□
と
き
　
１２
月
１５
日
㈰
午
前
９
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育

館□
対
象
　
中
学
生
以
上
（
学
生
は

市
内
在
住
か
在
学
者
）

□
種
目
　
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

□
料
金
　
▽
市
内
一
般
＝
８
０
０

円
／
人
　
▽
市
内
中
高
生
＝
７
０

０
円
／
人
　
▽
市
外
の
方
＝
１
０

０
０
円
／
人

□
申
込
期
限
　
１１
月
３０
日
㈯

申
・
問
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

志
２
２
―
３
２
２
８
（
柘
植
）
志

４
３
―
４
０
８
２
（
伊
藤
）

▲光秀ゆかりの地を巡る

広　告 広　告
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青
色
申
告
決
算
の
説
明
会

　
青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
の

方
を
対
象
に
、
決
算
で
の
留
意
事

項
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
７
日
㈭
　
▽
決
算

説
明
会
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

▽
消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会
＝
午

後
３
時
４０
分
～
４
時
１０
分

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
合
同
庁
舎

問
　
中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３

―
６
６
―
９
２
３
７

年
末
調
整
の
説
明
会

　
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象

に
、
年
末
調
整
で
の
留
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
❶
１１
月
２０
日
㈬
❷
１１
月

２１
日
㈭
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
❶
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
❷
岩
村
コ
ミ
セ
ン

問
　
中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３

―
６
０
―
１
０
０
２

エ
コ
プ
ラ
ザ
の
講
座

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
座
「
超
エ
コ

運
転
を
中
心
に
カ
ー
エ
コ
ス
タ
イ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
車
を
お
得

に
維
持
す
る
方
法
や
地
球
に
優
し

い
エ
コ
カ
ー
の
入
手
方
法
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
な
ど
を
学
び
ま

す
。

□
と
き
　
１１
月
２４
日
㈰
午
前
９
時

半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ
（
長
島
町
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
０
０
円（
市
民
無
料
）

□
講
師
　
丸
山
晴
男
氏
（
恵
那
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
研
究
所
）

□
そ
の
他
　
現
在
乗
っ
て
い
る
車

の
名
前
や
種
類
、
燃
費
な
ど
の
情

報
を
確
認
の
上
で
受
講
す
る
と
分

か
り
や
す
い
で
す
。

申
・
問
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

冬
の
恵
那
ま
ち
な
か
市

　
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
な

ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
祭
り
、
恵
那
グ
ル
メ

万
博
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
７
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
駅
前
銀
座
通
り

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

問
　
商
工
課
（
内
線
３
９
２
）

第
３
回
得
す
る
ま
ち
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
ｉｎ
恵
那

　
市
内
２４
の
お
店
の
店
主
が
講
師

と
な
り
、
専
門
店
な
ら
で
は
の
専

門
知
識
や
情
報
な
ど
を
無
料
で
教

え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
恵
那
ま
ち

ゼ
ミ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ

さ
い
。

□
期
間
　
１１
月
１
日
㈮
～
１１
月
３０

日
㈯

問
　
恵
那
商
工
会
議
所
志
２
６
︱

１
２
１
１

第
２４
回
県
警
察
音
楽
隊
定

期
演
奏
会

□
と
き
　
令
和
２
年
１
月
１８
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
不
二
羽
島
文
化
セ
ン

タ
ー
（
羽
島
市
）

□
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き

に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号
❹

希
望
人
数
（
４
人
ま
で
）
を
明
記

し
、
送
付
す
る
。

※
希
望
者
全
員
の
年
齢
を
記
載

□
申
込
期
限
　
１１
月
２９
日
㈮

申
・
問
　
〒
５
０
０
―
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
県
警
察
本
部
広
報

県
民
課
志
０
５
８
―
２
７
１
―
２

４
２
４

シ
ク
ラ
メ
ン
消
費
者
モ
ニ

タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
シ
ク
ラ
メ
ン
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

に
な
る
と
特
別
価
格
で
シ
ク
ラ
メ

ン
を
購
入
で
き
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー

は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
育
成
状
況
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
も

ら
い
ま
す
。

□
申
込
期
間
　
１１
月
１３
日
㈬
～
１１

月
３０
日
㈯

□
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
恵
那
花か

き
研
究
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
恵
那
農
林
事
務
所
農
業

普
及
課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内

線
３
８
８
）

ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐

車
場
利
用
制
度

　
県
で
は
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐

車
区
画
や
障
害
者
等
用
駐
車
区
画

を
利
用
で
き
る
対
象
者
の
範
囲
を

設
定
し
、
条
件
に
該
当
す
る
希
望

者
に
利
用
証
を
交
付
す
る
制
度
を

１１
月
１５
日
㈮
か
ら
開
始
し
ま
す
。

□
対
象
　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

難
病
患
者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
の

う
ち
一
定
の
要
件
を
満
た
す
、
歩

行
が
困
難
な
方

□
そ
の
他
　
条
件
や
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
　
県
地
域
福
祉
課
志
０
５
８
―

２
７
２
―
８
２
６
１

不
動
産
に
関
す
る
諸
問
題

の
無
料
相
談
会

□
と
き
　
１１
月
２１
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

※
事
前
に
予
約
が
必
要

申
・
問
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
東
濃
支
部
志
０
５
７
２

―
５
５
―
７
２
１
８

お
詫
び
と
訂
正

　
本
紙
１０
月
号
１１
㌻
の
「
第
２３
回

言
志
祭
」
の
記
事
で
、
佐
藤
一
斎

特
別
展
の
６５
歳
以
上
の
料
金
「
２

５
０
円
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
２
０
０
円
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
　
総
務
課
（
内
線
３
２
３
）

施
設
管
理
公
社
の
職
員

□
職
種
　
❶
資
源
ご
み
収
集
業
務

❷
火
葬
場
管
理
業
務
❸
水
道
施
設

管
理
業
務
（
臨
時
職
員
）
❹
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
（
パ
ー
ト
）

□
定
員
　
各
１
人

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
６５
歳
未
満
の
方

※
❶
❸
は
、
中
型
自
動
車
運
転
免

許
必
要

□
採
用
予
定
日
　
❶
令
和
２
年
２

月
２７
日
㈭
❷
❸
令
和
２
年
３
月
２６

日
㈭
❹
随
時

※
❷
は
事
前
研
修
有
り

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参
し

施
設
管
理
公
社
へ
申
し
込
む
。

□
申
込
期
限
　
１１
月
２９
日
㈮

申
・
問
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者

□
と
き
　
１２
月
７
日
㈯
午
前
１１
時

～
午
後
３
時
ご
ろ

□
と
こ
ろ
　
メ
ゾ
ン
・
ド
ゥ
・
ジ

ャ
ル
ダ
ン
（
長
島
町
）

□
定
員
　
独
身
男
女
各
１５
人
（
年

齢
・
婚
歴
の
制
限
は
無
し
。
男
性

は
市
内
に
在
住
で
登
録
が
必
要
）

□
料
金
　
▽
男
性
＝
５
千
円
　
▽

女
性
＝
２
千
円

□
申
込
期
限
　
１１
月
２０
日
㈬

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ

い申
・
問
　
移
住
定
住
推
進
室
（
内

線
３
３
８
）

自
衛
官
候
補
生

　
令
和
２
年
３
月
、
４
月
採
用
の

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
試
験
日
　
１１
月
２９
日
㈮
、
１２
月

１６
日
㈪
、令
和
２
年
１
月
３１
日
㈮
、

２
月
１４
日
㈮
、
３
月
６
日
㈮

□
試
験
会
場
　
航
空
自
衛
隊
岐
阜

基
地
（
各
務
原
市
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
防
衛
省
自
衛
隊
恵
那
地
域
事

務
所
志
２
６
―
４
３
１
０

地
産
地
消
推
進
講
演
会

　
地
産
地
消
の
大
切
さ
や
、「
た

べ
る
」
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
学
ぶ

講
演
会
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
２０
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
武
並
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
講
演
会
＝
無
料
　
▽

講
演
会
後
の
茶
会
＝
５
０
０
円

□
講
師
　
小
泉
武
夫
氏
（
東
京
農

業
大
学
名
誉
教
授
）

□
申
し
込
み
方
法
　
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

□
申
込
期
限
　
１１
月
１３
日
㈬

申
・
問
　
農
政
課（
内
線
３
７
３
）

１１
月
１１
日
か
ら
１７
日
は
税

を
考
え
る
週
間

　
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
税

に
関
す
る
習
字
を
展
示
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
㈫
～
１９
日
㈫

□
と
こ
ろ
　
税
務
課
（
本
庁
舎
１

階
）

□
表
彰
式
　
▽
と
き
＝
１２
月
１
日

㈰
　
▽
と
こ
ろ
＝
東
美
濃
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
中
津
川
市
）

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
０
）

女
性
の
た
め
の
再
就
職
応

援
フ
ェ
ア

　
出
産
や
育
児
の
た
め
に
離
職
し

た
が
、
再
就
職
を
検
討
し
て
い
る

方
を
応
援
す
る
「
な
で
し
こ
お
し

ご
と
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
約
１０
社
が
参
加
し
ま
す
。
履

歴
書
不
要
で
服
装
自
由
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
２２
日
㈮
午
前
１０
時

～
午
後
２
時
（
入
退
場
自
由
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
　
不
要

※
託
児
は
予
約
制

問
　
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
商
工

課
内
）（
内
線
３
９
４
）

商
品
券
購
入
引
換
券
の
申

請
を
忘
れ
ず
に

　
非
課
税
者
の
方
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
購
入
引
換
券
の
申
請
期

限
は
、
１１
月
２９
日
㈮
で
す
。
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
商
工
課
（
内
線
３
９
３
）

１２
月
３
日
か
ら
９
日
は
障

害
者
週
間

　
障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
福
祉

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
社
会
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
週
間
で
す
。市
で
は
、

障
が
い
者
福
祉
施
設
の
紹
介
や
製

品
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
期
間
　
❶
１１
月
２５
日
㈪
～
１２
月

６
日
㈮
午
前
１１
時
～
午
後
２
時
❷

１２
月
７
日
㈯
午
前
１１
時
～
午
後
２

時

□
と
こ
ろ
　
❶
市
役
所
本
庁
舎
１

階
休
憩
ス
ペ
ー
ス
❷
市
中
央
図
書

館□
参
加
予
定
事
業
所
　
森
の
生
活

（
大
井
町
）、
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業

所
（
長
島
町
）、
明
智
ひ
と
つ
ば

た
ご
（
明
智
町
）、
セ
ル
プ
か
み

や
は
ぎ
（
上
矢
作
町
）
な
ど

問
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
２
）

親
子
で
運
動
遊
び

　
中
部
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
、

手
軽
に
で
き
る
運
動
遊
び
を
行
い

ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１
日
㈰
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
武
並
小
学
校
体
育
館

□
対
象
　
３
歳
児
か
ら
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

□
定
員
　
５０
組

□
料
金
　
無
料

□
申
込
期
限
　
１１
月
２２
日
㈮

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
４
８
２
）、

幼
児
教
育
課
（
内
線
４
３
１
）

▲多くの製品が並ぶ

▲ウェブサイ
　トの申し込
　みフォーム

コミセン＝コミュニティセンターの略

▲恵那まちゼ
　ミのウェブ
　サイト

▲恵那花き研
　究会のウェ
　ブサイト

▲多くの人でにぎわう
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　□
と
き
　
１１
月
１４
日
㈭
、
２８
日

㈭
午
後
６
時
～
７
時
半

※
前
日
ま
で
に
予
約

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

申
・
問
　
大
岡
法
律
事
務
所
志

２
５
―
０
７
０
１

横
井
照
子
・
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
翠
秀
　
二
人
展

　
ス
イ
ス
で
活
躍
す
る
二
人
の

芸
術
家
、
画
家
横
井
照
子
と
書

家
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
翠す

い

秀し
ゅ
う

の
二
人
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１０
日
㈰
～
令
和

２
年
５
月
１７
日
㈰
午
前
１０
時
～

午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
（
大
井
町
）

□
料
金
　
▽
一
般
＝
４
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
３
０
０
円

問
　（
一
財
）
横
井
照
子
ひ
な

げ
し
美
術
館
志
２
０
︱
１
１
８

１
（
月
曜
日
休
館
）

　
手
作
り
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
大

道
芸
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
３
日
㈰
㈷
午
前

１０
時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
白
鳩
学
園
（
大
井

町
）

問
　
白
鳩
学
園
志
２
６
―
２
１

６
０

　
地
域
の
小
学
生
と
ス
ポ
ー
ツ

で
交
流
を
図
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
４
日
㈪
午
前
９

時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
附

属
中
京
高
等
学
校
（
瑞
浪
市
）

□
対
象
　
小
学
生

□
料
金
　
無
料

□
種
目
　
❶
剣
道
❷
柔
道
❸
卓

球
❹
サ
ッ
カ
ー
❺
吹
奏
楽
❻
チ

ア
リ
ー
ダ
ー

問
　
中
京
学
院
大
学
附
属
中
京

高
等
学
校
志
０
５
７
２
︱
６
８

︱
４
５
０
１

　
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
解
禁
に

当
た
り
、
種
や
食
品
の
安
全
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２４
日
㈰
午
後
１

時
半
～
４
時
１０
分

□
と
こ
ろ
　
市
共
同
福
祉
会
館

□
料
金
　
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

問
　
岐
阜
ゆ
う
き
ネ
ッ
ト
志
０

８
０
―
３
６
３
５
―
４
１
４
９

□
と
き
　
１２
月
１
日
㈰
午
前
１０

時
半
、
午
前
１１
時
半
、
午
後
１

時
１０
分
、
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
明
知
鉄
道
明
智
駅

□
対
象
　
❶
市
内
在
住
の
小
学

生
以
下
の
子
と
そ
の
保
護
者

（
保
護
者
１
人
に
付
き
子
ど
も

２
人
ま
で
）
❷
❶
以
外
の
方

□
定
員
　
各
回
３０
人（
先
着
順
）

※
❶
の
方
は
１０
人
ま
で

□
料
金
　
❶
無
料
❷
５
０
０
円

／
回

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申

し
込
む
。（
１１
月
１５
日
㈮
午
前

９
時
か
ら
受
付
開
始
）

申
・
問
　
明
知
鉄
道
㈱
志
５
４

―
４
１
０
１

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
、

文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
丁
寧
に
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
３
日
㈫
、
１０
日

㈫
、
１７
日
㈫
、
２４
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
１０
人（
初
心
者
優
先
）

□
料
金
　
５
０
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
申
込
期
限
　
１２
月
２
日
㈪

申
・
問
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

皆さんが主催するイベントや募集
などを市内に周知するコーナーで
す。申込期限は掲載月の前月１日
ですが、期限前でも枠が埋まれば
先着順で締め切ります。営利目的・
宗教・政治に関する掲載は不可。
申・問　総務課（内線３２３）

無
料
法
律
相
談

横
井
照
子
ひ
な
げ
し
美
術

館  

開
館
１５
周
年
記
念

タ
ネ
と
食
の
安
全
勉
強
会

白
鳩
学
園

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

in
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験

11月の休日窓口　～毎月最終日曜日に実施しています～

と　き

ところ

　11月24日㈰午前８時半～午後５時１５分
　市民課（市役所西庁舎１階）

□取扱業務　市民課や保険年金課、税務課が取り扱う業務の一部
　　市民課（内線１４８）問
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…

健康ガイド健康ガイド

生活習慣病予防の健康相談・健診・献血
種　　別 と　き ところ 受付時間 備　考

健康相談
１１月２１日㈭ 市保健センター 午後１時半～３時

要予約
１２月６日㈮ 岩村保健センター 午後１時半～３時

若いひと健診
国保集団特定健診
７５歳到達者健診

１１月１６日㈯
市役所会議棟

午前９時～１０時半
若いひと健診は志２６-２１１１（内線２８７）へ、
７５歳到達者健診は志２６-２１１１（内線１５１）
へ、一週間前までに申し込みが必要です。

１２月７日㈯

１１月２２日㈮ 岩村コミュニティ
センター

献血（４００㍉㍑）
１１月２５日㈪ 市役所会議棟 午前１０時～１１時半

午後１時～４時 献血した方には、１５項目の血液検査の結果
をお知らせします。

１２月１０日㈫ 山岡振興事務所 午前１０時～正午

　　市保健センター志２６-２１１１（内線２８７、２９３）問

対象：市内在住か在勤の
未就園児とその保護者　

乳幼児健診・教室・相談
種　　別 と　き ところ 受付時間 対　象

４カ月児健診
１２月３日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時

令和元年７月生まれ
１２月４日㈬ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分

７カ月児教室 １１月２１日㈭ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成３１年３月生まれ

１歳児教室

１１月１２日㈫ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成３０年１０月生まれ

１１月２２日㈮ 岩村保健センター 午前９時～９時１５分 平成３０年９・１０月生まれ

１２月１０日㈫ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成３０年１１月生まれ

１歳６カ月児健診
１１月１９日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成３０年４月生まれ

１１月２０日㈬ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分 平成３０年３・４月生まれ

２歳児教室
１１月１３日㈬ 市保健センター 午前８時５０分～９時１０分 平成２９年１０月生まれ

１１月２７日㈬ 岩村保健センター 午前８時５０分～９時１５分 平成２９年９・１０月生まれ

３歳児健診
１１月１５日㈮ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分 平成２８年９・１０月生まれ

１１月２６日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成２８年１０月生まれ

乳幼児なんでも相談 １１月２８日㈭ 市保健センター 午前９時～１０時４５分 乳幼児

種　　別 と　き ところ 受付時間 対　象

ＢＣＧ予防接種
１１月２２日㈮ 市保健センター 午後１時１０分～１時２５分 生後５～８カ月未満の乳児

（ただし１歳未満まで接種可
能）１２月４日㈬ 岩村保健センター 午後２時４０分～２時５５分

予防接種

休日在宅当番医は、県広域災害救急医療情報システムのウェブサイトで確認するか、恵那地域救急
医療情報センター（志２５‐３７９９）へ問い合わせください。

休日在宅当番医

１１月２４日㈰＝つげ歯科医院（中野方町）志２３‐２１１２
休日在宅歯科当番医

ベビーヨガ

　親子で触れ合いながら、一緒にヨガを楽しみましょう。
●とき　１１月２２日㈮❶午前１０時❷１０時５０分
●対象　市内在住在勤の３カ月～
１１カ月の未就園児親子
●定員　各１５組（先着順）
●講師　小泉晴子さん（助産師）
●申し込み開始日　１１月１２日㈫

クリスマス会

●とき　１２月１６日㈪午前１０時１５分～１１時
●定員　５０組程度（先着順）
●申し込み開始日　１１月２５日㈪
共通　
●ところ　こども元気プラザ
●料金　無料
問　こども元気プラザ志２５‐１１５５

●とき	 毎週㈪㈫㈭㈮午前８時半～午後５時
●ところ	 商工課（市役所西庁舎３階）
問 消費者生活相談窓口　志２６‐２１３１

消費者相談

２４時間子供 SOSダイヤル　志０１２０‐０‐７８３１０
子どもの人権１１０番（月～金曜日午前８時半～午後５時
１５分）　志０１２０‐００７‐１１０

子どもの SOS（いじめなどの悩み相談）

●とき	 １２月６日㈮午後６時～８時
●ところ	 市民会館
●定員	 ４人（先着順・１人３０分間）
問 県司法書士会東濃支部（松田司法書士事務所）
志２６‐４５１４※前日までに予約

司法書士会による無料法律相談（要予約）

●とき	 １１月２７日㈬午後１時～４時
●ところ	 市民会館
問  県行政書士会　志０５８‐２６３‐６５８０

行政書士の無料相談（相続・農地転用など）
●とき	 １１月２０日㈬午後 1時～ 3時４５分
●ところ	 岩村福祉センター
問 地域包括支援センター　志２６‐２１１１（内線１６８）

弁護士による福祉法律相談（要予約）

●とき	 毎週月～金曜日午前９時～午後５時
●ところ	 むつみ教室（岩村コミュニティセンター内）
問 むつみ教室　志４３‐００２０

●とき	 毎週月～金曜日午前９時～午後５時
●ところ	 はなのき教室（市民会館内）
問 はなのき教室　志２６‐２１１１（内線６５３）

●とき	 毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
●ところ	 学校教育課内（市役所西庁舎４階）
問 学校教育課　志２６‐２１１１（内線４５４）

教育相談（要予約）

●とき	 毎週月～金曜日午前９時～午後５時
●ところ	 教育・発達相談センターあおば（市民会館内）
問 教育・発達相談センターあおば　志２５‐１１５０

子どもの発達相談（要予約）

●とき	 毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
●ところ	 地域包括支援センター内（市役所西庁舎１階）
問 地域包括支援センター　志２６‐２１１１（内線１６８）

福祉総合相談

●とき	 １１月１６日㈯午後２時～４時
●ところ	 岩村コミュニティセンター
●とき	 １１月１９日㈫午後６時～８時
●ところ	 市民会館
問 移住定住推進室　志２６‐２１１１（内線３３８）

恵那ことぶき結婚相談所（要予約）

ねんきん相談（要予約）
●とき	 １１月１４日㈭、２８日㈭
　　　　　  午前９時半～午後３時半
●ところ	 市役所西庁舎１階
問 保険年金課　志２６‐２１１１（内線１５８）

法律相談（要予約）

●とき	 １１月１６日㈯午後 1時～４時
●ところ	 明智振興事務所
問 明智振興事務所　志５４‐２１１１

●とき	 １１月１５日㈮、１２月６日㈮午後１時～４時
●ところ	 市民会館
問 総務課　志２６‐２１１１（内線３２７）

行政相談
●とき	 １２月６日㈮午前１０時～１１時半
●ところ	 市民会館
問 総務課　志２６‐２１１１（内線３２７）

１１/１１～１２/１０相談コーナー

11/11～12/10のお知らせ

心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

心
の
問
題
に
つ
い
て
精
神
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

恵
那
保
健
所（
恵
那
総
合
庁
舎
）志
２
６
‐
１
１
１
１（
内
線
２
５
９
）

▲子育て支援
センター

▲児童センター

成年後見制度巡回相談（要予約）
●とき	 １１月１３日㈬午後１時半～３時半
●ところ	 岩村福祉センター
●とき	 １１月２７日㈬午後２時～３時
●ところ	 市役所西庁舎１階
問 地域包括支援センター　志２６‐２１１１（内線１６８）

●とき	 １１月１５日㈮午前１０時～正午
●ところ	 三郷コミュニティセンター
問 三郷振興事務所　志２８‐１００１

●とき	 １１月１４日㈭午後 1時～３時
●ところ	 寿限無の里（上矢作町）
問 上矢作振興事務所　志４７‐２１１１

人権相談

●とき	 １２月４日㈬午後 1時～３時
●ところ	 串原コミュニティセンター
問 串原振興事務所　志５２‐２１１１
●とき	 １２月５日㈭午後１時～３時
●ところ	 岩村コミュニティセンター
問 岩村振興事務所　志４３‐２１１１

●とき	 １２月６日㈮午後１時～３時
●ところ	 笠置コミュニティセンター
問 笠置振興事務所　志２７‐３１５５

●とき	 １２月６日㈮午後 1時～３時
●ところ	 市民会館
問 社会福祉課　志２６‐２１１１（内線１８６）

●とき	 １２月６日㈮午前１０時～正午
●ところ	 武並コミュニティセンター
問 武並振興事務所　志２８‐２１０２
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串
　
原

山
岡
町

飯
地
町

笠
置
町

三
郷
町

東
　
野

武
並
町

中
野
方
町

岩
村
町

明
智
町

上
矢
作
町

長
島
町

大
井
町

東野ふるさと写真展
１１月１１日㈪ ～２４日㈰
　「東野の魅力」をテーマとした写真展。風景や祭り、
人々の素晴らしい姿を、ぜひご覧ください。
ところ：東野コミュニティセンター
問 東野コミュニティセンター志 26-2555

杉山孝博／監修　主婦の友社

恵那市中央図書館 ～伊藤文庫～　http://library.city.ena.lg.jp　志 0573-25-5120

認知症の本をピックアップ！ 市中央図書館ウェブサイトで

全ての新着本がチェックできます

（9月中の新着本は 481 冊）

いわむら五
ご

っこ（体験プログラム）
令和２年３月３１日㈫まで
　岩村町を舞台に開催される体験プログラ
ム群。２７の体験プログラムを開催してい
ます。詳細はウェブサイトをご覧ください。
　 岩村振興事務所志 43-2111 

みさとＤＥ軽トラ市
１１月２４日㈰ 午前９時～
　町内の採れたて野菜や雑貨、おいしい
食べ物など多彩な品が勢ぞろい！
ところ：市南部農業者トレーニングセンター
問 三郷振興事務所志 28-1001

大焼き芋大会
１１月１７日㈰ 午前１０時～午後２時
　２種類の味の焼き芋の他、焼き栗や新鮮野菜の販売
など、各種イベントを開催します。
ところ：道の駅おばあちゃん市・山岡
問 道の駅おばあちゃん市・山岡志 59-0051
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 2 休  3 ●  4  5  6   7 ★  8 
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おはなし会スケジュール

● 0～3 歳向け　火

　午前 10 時半～11 時

■ 3～5 歳向け　2・4 土

　午前 11 時～11 時半

★小学生向け　1・3 土

　午後 1 時半～2 時

おはなし会カレンダー

　親が認知症ではないかと思ったとき、子ど
もはどうすればいいのか？　親はどんな気持
ちなのか？　認知症を医療の面から説明し、
上手に親を受診させるこつや、認知症と診断
されたらすべきこと、関わり方のヒントなど
を紹介。

離れて暮らしていても大丈夫
親の認知症に気づいたら読む本

■図書館マルシェ６&たべとるマルシェ　１１月１６日㈯
午前１０時～午後３時　地域農産物や手作り菓子を販売。
■おはなし隊　１２月７日㈯午前１０時半～１１時１０分　
約５５０冊の絵本を積んだキャラバンカーがやってくる！

●絵本

▼ 認知症の絵本「あんやと！　ばあちゃん（小坂直樹／

作、たかすかずみ／絵　ストーク・星雲社）

　「あんやと」は「ありがとう」の意味。誰に対しても「あ
んやと」と言って笑顔を絶やさない、心優しいおばあ
ちゃんの物語。

コミセン＝コミュニティセンターの略

篠原信一氏講演会の整理券を配布

恵那文化センター 志 25-5121　http://bunka.city.ena.lg.jp/
明智かえでホール 志 54-3991　生涯学習課 志 26-2111（内線 472）

※11/16㈯に、かえでホールのアップライトピアノ・電子オルガンを無料開放します。受け付けは当日、先着順で１人当たり１時間程度です

と　き 時　間 イベント名 会　場

１１/１７㈰ 午前１０時～ 秋の芸能発表会 明智かえで
ホール

１１/２２㈮ 午前１０時～午後
2時

働きたいママのなでしこ
おしごとフェア

恵那文化セ
ンター

１１/２４㈰ 午後０時半～ 第８回市社会福祉大会
伊藤一樹氏講演会

恵那文化セ
ンター

１１/２８㈭
～１２/３㈫

午前９時～午後５時
（３日は３時まで） 市子ども展 恵那文化セ

ンター

１２/１㈰ 午後０時半～ 市文化祭　合唱フェス
ティバル

恵那文化セ
ンター

１２/８㈰ 午前１１時半～ 月亭八方一門&ザ・ぼ
んち

恵那文化セ
ンター

恵那文化センター・かえでホールの休館日
11/11 ㈪・18㈪・25㈪・26㈫・12/2 ㈪・9㈪

令和 2年12 月８日㈫～12 月２７日㈰の恵那文化センター
大ホール・集会室・展示室の施設予約受け付けは、令和元
年１２月1日㈰午前 9 時から。重複の場合は利用者同士で
調整を行い、調整が付かない場合は抽選で決定します。抽
選は直接来館した方が対象です。

（１１/１１～１２/１０分）

　令和２年１月１９日㈰に開催します。料金
は無料ですが、入場には整理券が必要です。
□配布日　１２月７日㈯午前９時～　

□配布場所　恵那文化センター、市民会館、

各コミュニティセンター他

□　市文化振興会志 26-3524問

地のもの感謝祭
１１月１０日㈰ 午前９時半～午後３時半
　リニューアルした道の駅上矢作ラ・フォーレ福寿の里
で開催。活気に満ちた楽しい祭りにお越しください。
ところ：道の駅ラ・フォーレ福寿の里
問 上矢作振興事務所内志 47-2111

　ぬいぐるみと一緒におはなし会に参加した後、寝か
し付けてお別れします。翌日、夜中のぬいぐるみの写
真と、ぬいぐるみが選んだお薦め本を渡します。
■とき　▷預かり１１月２３日㈯㈷午後３時～３時半

▷お迎え２４日㈰午前１０時～午後
３時
■対象　３歳～小学生
■定員　２５組（先着順）
■申し込み開始　１１月８日㈮午
前１０時

ぬいぐるみのおとまり会

くしはらふるさと祭
１１月１７日㈰ 午前９時半～
　文化祭や文化展、産業展、バザーが一堂に会する祭
りです。串原の文化を堪能ください。
ところ：串原コミュニティセンター
問 串原振興事務所志 52-2111

武並町文化まつり
１１月９日㈯ 午前９時～午後６時
     １０日㈰ 午前９時～午後３時
　町内の園児や小中学生、一般公募の作品などを展示。
９日は青少年ふれあいまつりも開催します。
ところ：武並コミュニティセンター
　 武並コミュニティセンター志 28-2427

笠置ふるさとゆず祭り
１１月１７日㈰ 午前９時～午後２時半
　生ユズの販売の他「食べて・遊んで・作っ
て・見て・学ぶ」一日楽しめる一大イベント。
ところ：毛呂窪体育館周辺
問 笠置振興事務所志 27-3155

いいなかギフト予約受け付け中
　飯地町と中野方町、笠置町が協力し地元特産品を集
めた「いいなかギフト」を１２月１日㈰から販売します。
１２月２４日㈫まで予約を受け付けています。
問 飯地町まちづくり特産品部会 志 090-1273-5429、
不動滝やさいの会志 23-2166、笠置コミセン志 27-3110

天空のフルサトに住みませんか
　人と自然がつながる暮らしができる「天空のフルサト
飯地町」で、自分らしい形で幸せに暮らし
ませんか。詳細は、飯地町ウェブサイトで
紹介しています。
問 飯地振興事務所志 22-3001

下ヶ渕の紅葉が見頃
　１１月上・中旬ごろに、県道豊田明智線沿いの下

した

ヶ
が

渕
ふち

の紅葉が見頃を迎えます。期間中はラ
イトアップもあります。ぜひご覧くださ
い。
問 明智振興事務所志 54-2111

恵那峡紅葉ウオーキング
１１月９日㈯ 午前８時５０分～１１時
　秋の恵那峡を約６㌔歩きます。
ところ：シアター恵那駐車場（集合場所）
料金：１００円（保険代）
問 ウオーキングクラブ歩いc

チ ャ オ

iao志090-1789-2560（田口）

大井町芸能フェスタ２０１９
１１月１０日㈰ 午後１時～
　芸能の保存伝承団体や児童生徒が、
日頃の練習の成果を披露します。
ところ：大井小学校体育館
問 大井地域自治区事務所志 25-8220

問

問

　認知症に関する基礎知識や治療の最前線、家族や周
囲の人たちの関わり方など、さまざまな本を集めまし
た。場所は棚番号“210”、介護に関する本の隣です。
詳しくはカウンターにお尋ねください。

認知症コーナーを設置
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Ena City Life Business Support Center

経営・創業相談
各種専門家相談
就職支援
企業の魅力発信
移住相談
空き家バンク
移住のための情報提供
セミナー・イベントの開催

その

19

作り方

　プロの料理人によるエーナ健幸料理教室
のレシピです。
　日本料理きん魚

ぎょ

　永井敏人さんに教えて
もらいました。

作り方はクックパッドでも紹介して
います。問　健幸推進課志２６-２１１１　（内線２８４）

１人当たり　塩分 0.８㌘

材料　（２人分）

ブリの照り焼き

②　ブリの皮を取り除き、両面に小麦粉をたっぷり付け
　　粉をはたく。

市

院内感染対策への取り組みに協力を
Vol.6病原体のさらなる感染拡大を防ぐ

　　　立恵那病院と国保上矢作病院に入院し
　　　ている方の中には、免疫力が低下して
いる方も入院しています。病原体が院内に持
ち込まれると、急激に感染が拡大する可能性
があります。面会などで来院する方は、感染
防止のため、次の事に協力してください。
❶決められた時間以外での面会は控える
　市立恵那病院
　　平日・土曜日　午後1時～8時
　　日曜日・祝日　午前10時～午後8時
　国保上矢作病院
　　平日　午後2時～7時
　　土、日曜日・祝日　午前11時～午後7時
※面会が必要と認められた場合は除きます

❷下記の症状がある方、家族に同様の症状が
ある方は面会は控える
　・せき、発熱など風邪の症状がある方
　・下痢、嘔

おう

吐
と

など消化器症状がある方
❸小さな子どもの面会は、できる限り控える
❹病室へ出入りする際は手指消毒を行う
❺大人数での面会は控える

　インフルエンザが流行する
時季は、マスクを着用の上、
面会してください。状況によ
り面会を制限する場合があります。

　　地域医療課志２６-２１１１　（内線２76）

●ブリ　２切れ
●小麦粉　適量
●サラダ油　適量
●甘だれ　30ｃｃ
●アサツキ　適量

甘だれの合わせやすい分量
●濃い口しょうゆ　50ｃｃ
●上白糖　50㌘
●料理酒　30ｃｃ

レシピのポイント
ブリは動脈硬化の予防・改善に役立つ不飽和脂肪酸
（ＥＰＡやＤＨＡ）を多く含みます。
塩分控えめで、甘だれがご飯によく合います。

③　フライパンにサラダ油を入れて熱し、両面を焼いて
　　火を通す。

④　キッチンペーパーで余分な油を拭き取る。

①　Aを合わせ甘だれを作る。

A

⑤　フライパンに甘だれを入れて火を止め、余熱でたれ
　　を全体に絡める。

　
中
野
方
町
の
自
然
の
中
に
あ
る
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那
楽

器
株
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社
さ
ん
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行
っ
た
ん
だ
ナ
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こ
の
会
社
で
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
や
マ
ン

ド
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ビ
オ
ラ
な
ど
の
弦
楽

器
を
作
っ
て
い
て
、
主
力
製
品
の
バ
イ
オ

リ
ン
は
、
月
に
１
５
０
本
も
作
っ
て
い
る

ん
だ
っ
て
。
全
国
で
も
珍
し
い
弦
楽
器
の

量
産
工
場
を
持
っ
て
い
て
、
素
材
と
な
る

板
の
切
り
出
し
か
ら
、
組
み
立
て
、
塗
装
、

仕
上
げ
作
業
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い

る
ん
だ
ナ
。

　
恵
那
楽
器
の
始
ま
り
は
、
日
本
で
初
め

て
楽
器
の
量
産
を
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い

る
「
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
」
と
い
う
名
古
屋

の
会
社
な
ん
だ
っ
て
。
こ
の
会
社
が
、
戦

時
中
に
疎
開
先
と
し
て
恵
那
市
に
建
て
た

恵
那
工
場
が
、
昭
和
３０
年
に
今
の
恵
那
楽

器
と
し
て
独
立
。
そ
れ
か
ら
６５
年
間
、
変

わ
ら
な
い
製
法
で
弦
楽
器
を
作
り
続
け
て

い
る
ん
だ
ナ
。
昭
和
４０
年
代
に
は
、
当
時

の
流
行
の
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
も
作
っ
て
い

た
ん
だ
っ
て
。

　
恵
那
楽
器
の
バ
イ
オ
リ
ン
は
安
定
し
た

音
が
出
て
、
値
段
も
お
手
頃
だ
か
ら
、
初

め
て
バ
イ
オ
リ
ン
に
触
れ
る
方
に
も
お
薦

め
な
ん
だ
ナ
。
地
元
の
中
野
方
小
学
校
で

も
、
恵
那
楽
器
の
バ
イ
オ
リ
ン
が
使
わ
れ

て
い
る
ん
だ
っ
て
。

　
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
予
約
す
れ
ば
、

工
場
見
学
も
で
き
る

ん
だ
っ
て
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
ほ
し
い

ん
だ
ナ
！

問
　
商
工
課
（
内
線
３
９
４
）

森
の
中
の
楽
器
工
場

恵
那
楽
器

株
式
会
社

志 0573-26-2266（月曜日休館）
思 0573-26-2269
死 info@enalifebizsupport
　 .jp
恵那市大井町 206 番地 5

▲サポート
センターＱ
Ｒコード

問

岐阜県よろず支援拠点
無料経営勉強会

　恵那くらしビジネスサポートセンターでは、県よろず支援拠点（岐阜市）とテ
レビ会議システムで結び、デザイン・事業承継・法律・労務・税務・ウェブ相談
ができる「無料経営勉強会」を開催しています。
　専門家は岐阜市のサテライトオフィスに在席し、パソコンの画面越しに対応し
ます。※月曜日はセンター休館日のため、自宅などで行います
　利用を希望する方は、事前に予約してください。

▲バイオリンをたくさん作っている
　んだナ！

▲とってもきれいなバイオリンな
　んだナ！

▲工場見学などの詳
　細は、恵那楽器の
　ウェブサイトで！

月曜日
デザイン

火曜日
事業承継

水曜日
法律相談

木曜日
労務相談

金曜日
税務相談

金曜日
ウェブ相談

大塚道夫 井上学 見田村勇磨 大塚晋平 小田切清子 篠田里恵

デザイナー 公認会計士
税理士 弁護士 特定社会保険

労務士
税理士、CFP、
1級FP技能士

ウェブコンサ
ルタント

県博物館、長
良川鉄道のシ
ンボルマーク
を作製。ブラ
ンド構築、販
売促進、製品
開発の支援を
します。

大手監査法人
で上場会社、
中小企業など
の監査業務を
多数経験。そ
の後、会計事
務所を開設。
中小企業の事
業承継などを
支援します。

弁護士になっ
て 10年目。
相談者の羅針
盤となるよう
な仕事を目指
しています。
中小企業を法
的な観点から
バックアップ
していきます。

企業での営業
経験や労働局
での総合労働
相談員や働き
方・休み方改
善コンサルタ
ントなどを経
験。企業の人
事や労務管理、
人材育成など
をサポートし
ます。

税理士法人に
勤務し、多様
な業種の顧問
先企業への、
税務会計業務
のサポートを
経験。事業承
継にも強い税
理士としてサ
ポートします。

情報処理全般
を手掛けてい
ます。ウェブ
サイトの製作
や運用管理の
経験を生かし、
WEB・IT を活
用した内部管
理、個人創業
などの相談に
応じます。
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　１２月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。❶お子さん 1人で写った、顔
全体と胸から上が入っている写真❷住所❸氏名（ふりがな）❹生年月日❺性別❻電話番号❼両
親の氏名（ふりがな）❽３２字以内のコメント❾ケーブルテレビ放映の可否－を、11月１５日
㈮までに電子メールで申し込みください。郵送での申し込みも可能です。掲載は先着８人まで。

□申し込み・問い合わせ
  info@city.ena.lg.jp
〒509-7292（住所不要）
総務課志 26-2111（内線324）

西尾哉
えい

人
と

くん

４
人
兄
弟
の
末
っ
子

☆
た
く
さ
ん
笑
っ
て

元
気
に
大
き
く
な
っ

て
ね
！

忠通さん父 智子さん母

東野

（9/16～10/15届出分）

（　　）は保護者

１
歳
お
め
で
と
う
☆

元
気
い
っ
ぱ
い
に
た

く
さ
ん
遊
ん
で
大
き

く
な
っ
て
ね
！

李輝さん父 姫花さん母

武並町依馬柚
ゆず

音
ね

ちゃん

今井深
み

月
つき

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♡
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
元
気
で
す
く
す
く

と
育
っ
て
ね
！

勇貴さん父 萌さん母

長島町 今井成
なり

多
た

くん

１
歳
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
と
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
ぞ
〜

！

章文さん父 藍さん母

大井町

11

伊藤千
ち

晄
あき

くん

こ
れ
か
ら
も
わ
が
家

の
太
陽
と
し
て
、
い

っ
ぱ
い
笑
顔
を
見
せ

て
ね
！！

源起さん父 佑美さん母

東野勝川 慶
けい

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡

兄
弟
仲
良
く
元
気
で

明
る
い
笑
顔
の
慶
く

ん
で
い
て
ね
☆

弘道さん父 香織さん母

山岡町

※ 1 ＤＡ＝デザイナーズアビリティ　※ 2ＪＨＡ＝ジャパンヘアドレッシングアワード

　
ミ
ル
ボ
ン
Ｄ※

１

Ａ
２
０
１
９
フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
ス
。

美
容
師
の
技
術
と
個
性
・
感
性
を
写
真
で
表
現
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
だ
。
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾

か
ら
２
千
点
以
上
出
品
さ
れ
た
中
か
ら
、
松
本
さ

ん
の
作
品
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
松
本
さ
ん
が
美
容
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

高
校
生
の
頃
に
見
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
。
美
容
師
が

デ
ッ
サ
ン
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
絵
を
描
く

の
が
好
き
だ
っ
た
松
本
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、

美
容
師
と
し
て
働
き
始
め
た
。
仕
事
は
楽
し
く
順

調
だ
っ
た
。
客
の
反
応
も
同
業
者
か
ら
の
評
判
も

良
く
、
講
習
会
で
講
師
を
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
な
ん
だ
か
極
め
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
た
」

と
、
当
時
を
振
り
返
る
。

　
転
機
は
９
年
前
。「
も
っ
と
美
容
師
に
没
頭
し

な
け
れ
ば
」
と
い
う
強
い
思
い
を
抱
え
、
東
京
に

向
か
っ
た
。
師
匠
を
求
め
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
ス
マ

美
容
師
の
所
へ
押
し
掛
け
た
の
だ
。
恵
那
で
働
き

な
が
ら
、
仕
事
の
合
間
に
東
京
に
通
う
日
々
。
そ

の
う
ち
「
自
分
は
た
だ
技
術
を
磨
い
て
き
た
だ
け

だ
。お
客
さ
ま
の
格
好
良
さ
を
考
え
る
力
が
な
い
」

と
気
付
い
た
。
ど
う
し
た
ら
そ
の
人
を
輝
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
答
え
を
探
す
よ
う
に

コ
ン
テ
ス
ト
の
撮
影
に
挑
み
始
め
た
。

　
撮
影
で
は
、
モ
デ
ル
を
見
て
、
自
分
の
作
り
た

そ
の
人
を
輝
か
せ
た
い

美
容
師
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

い
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
を
融
合
さ
せ
て
い
く
。
髪
も

化
粧
も
衣
装
も
全
て
考
え
る
。「
ヘ
ア
セ
ッ
ト
が

上
手
い
と
か
、
メ
イ
ク
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と

か
、
一
枚
の
写
真
で
全
て
分
か
っ
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
妥
協
は
で
き
な
い
」
と
語
る
。
作
品
に
は
、

自
分
の
技
術
や
感
性
、
流
行
を
濃
く
凝
縮
す
る
。

一
方
、
美
容
室
で
は
、
そ
れ
を
、
客
そ
れ
ぞ
れ
に

合
わ
せ
て
薄
め
て
い
く
。
共
通
点
は
、
そ
の
人
を

よ
く
見
る
こ
と
だ
。
見
え
る
も
の
も
見
え
な
い
も

の
も
よ
く
見
よ
う
と
、
常
に
心
に
置
い
て
い
る
。

　
今
、
松
本
さ
ん
は
、
日
本
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
最
高
峰
と
も
言
わ
れ
る
Ｊ※

２

Ｈ
Ａ
で
も
中
部
代

表
と
な
り
、
結
果
発
表
・
表
彰
式
を
待
っ
て
い
る
。

雲
の
上
の
存
在
だ
っ
た
師
匠
に
、
こ
れ
で
少
し
近

づ
け
た
か
な
と
笑
う
。
穏
や
か
な
表
情
の
中
に
熱

い
思
い
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
。

▲受賞した作品の盾とメダルを見つめる松本さん

瑞浪市で美容院を営む。「趣味は？」
と聞くと「SNSなどで好きなデザ
イナーや美容の流行を調べるのが
趣味」と笑う。

□プロフィル

長島町中野乗越南

松
まつもと

本  恭
やすあき

明さん　36 歳

181
人目

　
串
原
に
は
、
古
く
か
ら
の
伝
統
芸
能
、
串

原
歌
舞
伎
が
あ
り
ま
す
。
串
原
小
学
校
で
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
串
原
歌
舞
伎
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。１１
月
１７
日
㈰
の「
く

し
は
ら
ふ
る
さ
と
祭
」
で
は
、
５
・
６
年
生

が
出
演
者
と
な
り
串
原
歌
舞
伎
を
披
露
し
ま

す
。

　
歌
舞
伎
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
が
、

着
物
で
す
。
本
番
に
先
立
ち
、
着
付
け
を
学

ぶ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
学
年
の
児

童
６
人
は
、
串
原
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
男
役
の
帯
の
締

め
方
と
女
役
の
帯
の
締
め
方
の
違
い
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

歌舞伎に欠かせな
い着物の着方学ぶ

６年生
三宅 みのりさん

串原小学校

　今年の５・６年生には男子

がいないので、女子が男役を

演じます。私も男役です。女

帯の締め方は５年生の時に覚

えたけど、男帯の締め方は今

日初めて習いました。上手に

着物を着こなし、本番では役

になり切って演じたいです。
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　青森県で開催された第 25 回全国女性消
防団員活性化青森大会で、市消防団女性消
防隊が活動発表を行いました。
　タイトルは「子どもは自分の命を守れな
い！　わが子を守る備えをしましょう。子
連れ防災教室」。乳幼児を持つ母親を対象
に、市内全地区で開催している防災教室を
紹介しました。
　発表では、母親たちが普段使っている「マ
マバッグ」が避難時の袋になるよう、おむ
つやミルクなどは使った分だけ補充してい
くことを勧めている、などと紹介。全国の
女性消防団員の前で、活動をアピールしま
した。

　良質な陶土の産地である山岡町では、一
年に一度、三連式の登り窯で 3 日間窯た
きが行われ、陶芸教室生徒の作品などが焼
成されます。
  たき上がりのこの日は、山岡町のもう一
つの産業である細寒天も一緒に PR する

「寒天・登り窯ふれあい祭り」が開催され、
約 1,200 人の来場者でにぎわいました。
　流しところてんを楽しんだ長島町の纐纈
愛
あい

佳
か

ちゃん（7 歳）は「流れてくるのをつ
かむのがおもしろかった」。ろくろ体験を
した岩村町の保母陽

はる

柊
と

くん（4 歳）は「難
しかった」と言いつつ、世界に一つだけの
器ができるのを楽しみにしていました。

　恵那農業高等学校食品科学科 3 年生 6
人が、同校で取り組んでいる「花咲か里山
プロジェクト」で栽培したエゴマを使った
レシピを考案。プロの料理人の手で商品化
され、この日、料理のお披露目会がありま
した。
　生徒らは、考案したレシピのポイントや
実際の料理として仕上げるまでの苦労など
を一人ずつ発表。試食した上矢作町の安藤
由美子さんは「エゴマ独特のプチプチとし
た食感が楽しい」と話していました。
  これらの料理は、10 月から 11 月まで
プロの料理人の 6 店舗で提供されます。
詳しくはウェブサイトで確認ください。

　山岡町の宮地祥
よし

敬
ゆき

さんが、第 12 回県ス
ポーツグランプリ表彰を受け、市長に喜び
を報告しました。
　これは、県が生きがいを持って楽しくス
ポーツをしている 80 歳以上の高齢者を表
彰するもので、今回 6 人が表彰されました。
　宮地さんは、今年の県マスターズ陸上選
手権大会で 60㍍走、100㍍走、走り幅跳
びで 1 位になるなど、若い頃からの実力
は衰えを知りません。「素晴らしいものを
頂いた。毎日石段を駆け上がるなど楽しく
トレーニングしている。これからも市の健
幸都市宣言の趣旨に沿って頑張りたい」と
話しました。

　長島町の恵那文化センターで、大ホール
の改修工事完了を記念したクラシック鑑賞
会があり、約 600 人が弦楽器の美しい音
色を楽しみました。
　コンサートはクラシックの名曲が弦楽ア
ンサンブルで美しく奏でられスタート。曲
の合間には楽しいトークがあり、時間を忘
れる楽しさとなりました。アンコールでは、

『青い山脈』や連続ドラマ小説「半分、青い。」
の主題歌『アイデア』が演奏され、拍手が
鳴り止まない中、終演を迎えました。
　大ホールは約半年間の改修工事を完了。
天井と壁の耐震化、客席クリーニングなど
を行い、より安全で快適になりました。

　中野方町で「えだまめ収穫体験会」があ
り、親子連れなど約 40 人が自分たちで育
てた枝豆の収穫を行いました。これは、町
ぐるみで子どもたちの食から農業を考えよ
うと、中野方農と食を育む会が主催し町内
の各団体が協力して行ったもの。6 月に種
まきを、8 月に草取りを行いました。
　当日は、雨のため、畑での作業は中止。
コミュニティセンター地下で枝豆のさやを
切る作業のみを行いました。枝豆の他に、
中野方壮健クラブ連合会の協力でサツマイ
モやクリも提供されました。参加者は、採
れたてゆでたての旬の食材をおいしそうに
頬張っていました。

　明智読み聞かせの会による「明智光秀紙
芝居」のお披露目会が明智小学校で行われ
全校児童や地域住民が鑑賞しました。
　明智町内には明智光秀ゆかりの多くの史
跡が残っていることから、同会が 5 月か
ら制作し、9 月に完成したばかり。ストー
リーは自分たちで考え、絵は山岡町にある
林昌寺の住職宮地直樹さんが描きました。
　会代表の平林多津子さんは「子どもたち
が真剣に聞いてくれ、明智光秀を通じ、地
元への誇りを持っていることが伝わってき
ました」と手応えを感じていました。今後
は、福祉施設やイベントで披露し、希望が
あれば出張紙芝居にも応じる予定です。

古
式
ゆ
か
し
く
城
下
町
を
行
列
が
行
く

山
岡
な
ら
で
は
の
寒
天
と
登
り
窯
の
祭
り

農
高
生
と
プ
ロ
の
コ
ラ
ボ
料
理
を
発
表

新
し
く
な
っ
た
ホ
ー
ル
に
美
し
い
音
色

採
れ
た
て
ゆ
で
た
て
、
お
い
し
か
っ
た

手
作
り
の
紙
芝
居
で
明
智
光
秀
を
語
る

9月19日10月5日

9月29日10月10日

9月25日10月9日

9月23日10月8日

83
歳
の
陸
上
競
技
者
宮
地
さ
ん
に
県
表
彰

女
性
消
防
隊
が
全
国
大
会
で
活
動
発
表

　岩村城を築いた加藤景
かげ

廉
かど

を祭る八幡神社
と、その子景

かげ

朝
とも

を祭る武並神社。いわむら
秋まつりで、景朝のご神体を乗せたみこし
が二つの神社を往復する「神

み こ し

輿渡
と ぎ ょ

御行列」
が行われました。総勢 300 人の行列は、
華やかなみこしを中心に、獅子頭や花馬、
打ばやし、雅楽を引き連れ、岩村町の本通
りを進みました。行列は時代絵巻に誘うか
のように美しく、観衆を魅了していました。
  雅楽の奏者として参列した岩邑中学校 3
年生の山田歩

あゆ

和
な

さんは、「沿道の皆さんに
喜んでもらえてやりがいを感じた。祭りは
引き継がれてきた私たちの誇り。ずっと続
けていきたい」と笑顔で話しました。
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新鮮！ 安心！

地のもの野菜たっぷり

　私のお薦めは新鮮で安心な野菜の販
売。その日の朝、採りたて掘りたての
旬の野菜を運び込み、並べているので
鮮度は抜群です。上矢作町の土と水、
生産者さんの愛情がたっぷり注がれた
野菜はおいしさ満点。お値打ちな価格
もどこにも負けません。午前中のうち
に売り切れてしまう物もあるので、お
早めにご来店くださいね。

これぞ地元グルメ！

トマトソフトと五平餅

　上矢作町はトマトの生産が盛んな地
域。そのトマトを使ったソフトクリー
ムが誕生しました。濃厚な味なのに後
味はすっきり。モンゴル岩塩を振り掛
けて食べるのが私のお気に入りです。
　五平餅は、お米やみそだれ、串まで
全て手作りの逸品。テイクアウトもで
きます。焼き上がりを待つ際には、お
ばちゃんとの会話を楽しんでみてね。

川のせせらぎの中で

味わう地元食材

　お立ち寄りの際は、ぜひお食事を。
レストランが、広くて快適な空間に生
まれ変わりました。新設のテラス席で
は、木の実川のせせらぎを聞きながら
お食事を楽しんでいただけます。
　一押しメニューは、「まるごとトマ
ト鉄板ナポリタン」か「五平とんかつ
定食」か、いや「里山定食」かな。うー
ん、全部お薦めだから迷っちゃう。

ラ ･フォーレ福寿の里サービス券
コーヒー　100 円引き

（１枚につき１杯）
有効期限　R1.12.29

広報えな 11月号　

ラ ･フォーレ福寿の里サービス券
ジュース　100 円引き

（１枚につき１杯）
有効期限　R1.12.29

広報えな 11月号　

道の駅 上矢作

ラ・フォーレ福寿の里

■営業時間　午前９時～午後５時
■定 休 日　無休（12～3月は火曜日）
■住 所　上矢作町 3566 番地 1
志０５７３－４８－３３６６

感謝を込めて、割引サービス！
（利用方法）先に食券をお買い求めください。食券と一緒にサービス券を窓
口に出していただくと、100 円を返金します。切り取ってお持ちください。

南 美穂さん 松田 梨
な み

妙さん 藤野 ゆみ江さん

新鮮でおいしい地のものと
私たちの笑顔が自慢です

　
　
　 
道
の
駅 

上
矢
作 

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
好
評
営
業
中

おすすめ
おすすめ

おすすめ


